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栄子・スティーブンス

第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023　ご報告

横田 聖子

聖地イスラエルへの祈りを込めて
02

栄子・スティーブンス師の油注ぎがさらに満ちあふれますように。
日々、健康が守られますように。ご参加された方々の、
再臨への希望と信仰が深められ、教会と地域の祝福
となりますように、引き続き覚えてお祈りください。 
※2023年9月～12月スケジュールは、オメガHPよりご確認いただけます。

2030日本宣教プラン「OJ47」のために
第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023がスタートし、日々、皆様の尊い
お祈りとご支援により進んでおります。神奈川県、北海道、千葉県、長野県、
埼玉県、東京都を訪問しました。各地で、世界情勢、特にイスラエルへのハマス
によるテロ攻撃により中東情勢が激しく揺さぶられています。聖書のことばを
土台とした歴史の理解が深められ、日本の教会が主の来られる日に備えて
キリストの花嫁として霊的に整えられますよう、共にお祈りください。 

予定訪問地域：
北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
長野県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、沖縄県 

栄子・スティーブンス先生をお迎えして、ヨハネの黙示録を解き
明かしていただく。何と幸いな機会を主は、与えてくださったので
しょう、昌二牧師亡き後の十数年ぶりの再会は、まさに用意されて
いた時間でした。最初の礼拝から、最後のセミナーまで、臨在に
あふれたその恵みと喜びは私たちの記憶に豊かに刻まれました。

わが教会では一年半近くかけて、CDにて先生の「黙示録セミナー」
を学んでいました。難解な黙示録と、その時代に生きる私たちへの
備えと励まし、どれほどイエス様が花嫁なる私たちを

いと

愛おしんで
おられるか、先生のCDとは違う肉声を通して語られたのが印象的
でした。また、セミナーでは、多種多様な質問にも、はっきりと
答えて下さり、目からうろこのサプライズタイム、皆さん釘付け
でした。 

黙示録は分かっても分からなくても、これを学んだものには
祝福がある、聖書に記されている通りです。先生の体験に裏打ち
された信仰が、一粒ずつエッセンスのように入ってきて、神様の
恵みは十分だと悟りました。変わりゆく世界の情勢を目にしながら
も、フィラデルフィアの教会のように歩みたいと思います。 

西森教子 牧師
（北海道　

 札幌グッドアワー教会）

竹田広志 牧師
（千葉県　

 日本ホーリネス教団　勝田台キリスト教会）

勝田台キリスト教会において、10月7日（土）、53名の方々が
参加され、「イスラエルの平和と終末」のテーマで2 回の講演と
質疑応答の時がもたれました。講師の栄子・スティーブンス先生の
満面の笑顔と、力強いメッセージに触れ、神の働き人からの学び
と交わりを頂き感謝します。 

第一回目の「黙示録イントロダクション」では、旧約聖書にある
終末（世の終わり）の預言は、黙示録によって一番目、二番目、
三番目と、順番にその封印が解かれ、除幕式のように覆い隠された
幕が開かれ、終末とはイエスの再臨をすべての人が見る時である
ことを学びました。 

第二回目の「ダニエル七十週と近代社会」では、1900年間の離
散の民からのイスラエルの建国と共に、これから実現するエルサレ
ム神殿の再建、そして終末のカウントダウンが始まることを教え
ていただきました。 

黙示録を声に出して朗読し、それを聞き、書かれていることを
心に留める人は、「マカリオス」さびない健康の祝福を頂けると
励ましを頂きました。　　　　　　　　　　 　　　　 栄光在主 

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー
OMEGAセミナーIN 沖縄
講　師：栄子・スティーブンス 
日　時：2023年11月23日（木・祝）
時　間：14時～17時（受付開始 13時30分～）
会　場：ヒルトン沖縄北谷リゾート　

栄子・スティーブンス

Eメール
info@omega.or.jp

専用申込フォーム

※緊急祈り課題として、現在のイスラエルを取り囲む中東情勢の祈りの視点、
　日本の執り成し祈りの視点を聖書の預言を土台としてお伝えさせていただきます。
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1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・フォー・ピース）
設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに拠点を置き、執筆活動と日本でのバイブルセミナー
講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに
多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されている神の器。

Profile 1990年から日本人聖書研究会（のちのエルサレム日本人教会）牧会。イスラエル政府公認ガイドとして、18年間イスラエルで活動。1996年、B.F.P. Japan（ブリッジス・
フォー・ピース）設立。2008年、B.F.P. Japan理事長を辞任し、オメガ･ミニストリーズ（現 一般社団法人オメガ・ジャパン）を設立。現在はアメリカに拠点を置き、
執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」
セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されて
いる神の器。

聖地イスラエルへの祈りを込めて

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

今月は、緊急特別企画として、先月号から新連載をスタートした栄子・スティーブンスによるOmega Grace 
Letter Vol.10「産みの苦しみ」その2―イスラエル建国とパレスチナ問題―の特別版をお届けいたします。

今号の原稿は、すでに先月に準備を終えていました。そこに先日、耳と目を疑うような報道が飛び込んできました。
イスラエルへのハマスによるテロ攻撃について、聖書のことばを通して、中東情勢をよりよく知るための一助になるの
ではないかと思い、全5ページの巻頭言といたしました。そのため、ヨハネの黙示録シリーズは 22 章の「新天新地」 
の学びを予定しておりましたが、次号とさせていただきます。また、輪嶋東太郎氏による対談シリーズも、次号から
再開とさせていただきます。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

このたび、緊急特別企画として巻頭言の特別版とさせていただきました。その理由として、日本でも反ユダヤ
主義的な偏向報道があることは皆様もご承知のことと思いますが、今回のハマスのテロ攻撃について、聖書預言を
土台に理解しなければ、中東問題を理解することは困難です。間違った判断や、感情的な行動をとることがないよう、
オメガニュースレター読者の皆様と心を合わせて、とりなしの祈りを続けることができるようにと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、栄子・スティーブンス先生による2023年第2回オメガグレイス・ジャパンツアー・日本講演・セミナーが

9月にスタートしました。イスラエルを取り巻く中東情勢、世界情勢について、リアルタイムで聖書預言からの解説を聴き、
祈りの焦点を合わせることができるようになったという期待のお声が届いています。どうぞ栄子先生の健康と霊性の
守り、全講演を通して、神様の愛とあわれみ、聖霊の恵みが勢いを増して日本全国の教会に流れていきますよう、
引き続き共にお祈りください。

2024年第5回オメガプレミアム・グレイスツアーについては、9月末日をもって参加者40名様のお申し込み手続きが
終了していました。心から篤く御礼申し上げます。今後の動向について、改めて現地との最終確認後、ご予約頂いた
皆様お一人おひとりへご連絡させていただきます。旅行会社もイスラエル現地は未だ混乱が続いていますので、
ご理解のほどどうぞよろしくお願いいたします。

2023年第4回、2024年第5回、2025年第6回、2026年第7回のオメガプレミアム・グレイスツアーには先週までに、
累計180名の特別優先予約のお申し込みを頂き、全ツアーが満席となっておりました。日本から聖地イスラエルの
平安を祈り、主が来られる日に備えてヨルダン・ペトラの地を歩き、祈るというオメガツアーのビジョンを主が祝福して
くださっていたことを分かち合わせていただきます。10月7日のテロ攻撃が行われる日までに、180名のお名前が
ツアー名簿に記されています。心を込めてご報告させていただきます。御礼と感謝を申し上げます。「聖地イスラエル
の平安が続きますように……」と、神の時が加速していることを痛切に感じ、日本からの愛と祈りと願いを込めて、
特別企画を進めておりました。全ツアーの企画についても、併せてご予約者様へオメガツアー部よりご連絡させて
いただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

今月も主なる神の愛と恵みが、皆様お一人おひとりとそのご家族、教会、仕える地域の上にあり、聖霊の力が
勢いを増して満ちあふれますよう、心より祝福をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年11月恵日

イスラエル建国

（新改訳第三版使用）

イエス様が語られた、「異邦人の時の終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24ｂ）との預言どおり、約1900年間、
エルサレムはユダヤ人ではない人々によって支配されていました。
西暦70年にはローマ帝国の支配下に置かれ、2世紀前半にローマ

皇帝ハドリアヌスによってエルサレムは「アエリア・カピトリーナ」と変名
されました。ユダヤ人とクリスチャンを忌み嫌った皇帝ハドリアヌスは、
聖書でイスラエル民族の最も大きな敵であったペリシテ人の名にちなん
で、ユダヤの地を「パレスチナ」と変名したのです。

こうしてユダヤ民族は祖国を失くして世界に離散し、キリストを殺し
た民族として各地で迫害され続けました。その後、ホロコーストで約
600万人が殺されたことで世界中がユダヤ人に同情を寄せ、「国連パレ
スチナ分割案」というユダヤ人の国をつくる計画が立てられました。こう
して現在のイスラエル国が設立されたのです。

「パレスチナ」の土地について

「パレスチナ」という土地についてです。この「パレスチナ問題」と言わ
れていることは、世界中で多くの人々が誤解しているのだと思われます。
パレスチナ人が幸せに暮らしていた土地にユダヤ人が武器を持って
やって来て、「ここはもともと我々の土地だったのだから出ていけ！」と
言ってパレスチナ人を追い出したのだというストーリーが世界中に

まんえん

蔓延
しています。神学者やジャーナリストですらそのような話を語ります。

ところが事実はそのようなストーリーではありません。オスマントルコ
帝国が治めた約400年の間に、もともと肥沃な土地であったパレスチナ
の地は、不毛の地となっていたのです。汽車を走らせるために1千万本

以上の木を切り倒し、ただの一本も植樹しなかったために、山ははげ山
となりました。高台は土砂崩れが起きて岩場となり、不毛の地となった
ので、人が住めなくなってしまいました。
雨で流れていった土は、排水の悪い低地で沼となり、マラリアが多
発して人々が次 と々死んでいきました。そんな土地でも税金は払わされ
ることから、多くのパレスチナ人地主たちが、18世紀終わりから19世紀
にかけて、パレスチナの土地を売りに出したのです。こんな使い物にな
らない土地を欲しがる人はいませんでした。

ユダヤ人の労力によって土地が回復

しかし、ユダヤ民族にとっては、たとえ住めないような土地でも世界
で唯一の彼らの「約束の地」です。東西ヨーロッパで反ユダヤ主義が
台頭していた中、売りに出されたパレスチナの地を購入し、土のない
場所で小さな鉢に土を入れ、苗木を植え、点滴

かんがい

灌漑システムで少しず
つ水を与え、木を育てていったのです。約2㎝の土をつくるのに10年
かかります。
低地にある沼は、昼夜なく排水させ畑をつくりました。新天地を求

めてやって来たユダヤ人移民の約半数が死んでしまった地域もありまし
た。こうして、ユダヤ人の並々ならぬ労苦によって土地が回復し、パレ
スチナの地は徐々に人が住めるような土地になっていきました。

エゼキエル書38章8節に、「久しく廃墟であったイスラエルの山々に
住んでいる」と預言されているイスラエルの山々は、1948年の建国時に
は手に入らず、ヨルダン国が占領していました。19世紀終りごろから土
地を購入して移民してきたユダヤ人は、計り知れない苦労の中、建国
後に多くの移民を受け入れることができたのです。

1967年に起こった第三次中東戦争（六日戦争）では、イスラエルの
山々、「ヘブロン、エルサレム、そしてサマリヤの山々」を手に入れるこ
とができ、この預言がこの時成就しました。

前号では、マタイの福音書24章1節から2節で、イエス様が語られた
第二神殿破壊の預言について学びました。弟子たちはこの預言のみこ
とばを聞いた時、イエス様に次の三つの質問をしています（マタ24:3）。

① いつ神殿が破壊され、（神殿の）石が崩されずに積まれたまま残ら
ないような出来事が起こるのか。

② イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③ 世の終わりにはどんな前兆があるのか。

第二神殿の破壊は西暦70年に起こっており、①の質問に関する預言
は成就しています。

イエス様による未来の預言

マタイの福音書24章3節の、弟子たちがイエス様に尋ねた三つの質
問の二つ目と三つ目は、「②イエス様の来られる時の前兆はあるのか」
「③世の終わりにはどんな前兆があるのか」という質問です。
イエス様は「『人に惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を
名のる者が大ぜい現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わ
すでしょう。また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気を
つけて、あわてないようにしなさい。これらは必ず起こることです。しか
し、終わりが来たのではありません』」（マタ24:4-6）と預言されました。

ユダヤ民族で、キリストとして現れたのはイエス様が初めてであり、
それは聖書の預言の実現として神の子として、しるしと奇跡が現わされ
ました。その後、2世紀にシモン・バル・コクバという人物が現れており、
パリサイ人のラビ・アキバが彼をメシアだと宣言しました。多くのユダヤ
人がそれを信じ、シモン・バル・コクバに従いました。しかし、イエス・
キリストをメシアと信じていた人々は従わなかったため、この時から多く
のユダヤ人と、イエス様をメシアと信じるユダヤ人が完全に離別しました。

1世紀のローマとの戦いでは、イエス様を信じていた人々は山へ逃げ
ました。2世紀のローマとの戦いでは、シモン・バル・コクバをメシアと
する者とは共に戦わないということで、イエス様を信じていた人々は彼ら
と
たもと

袂を分かちました。シモン・バル・コクバに従ってパレスチナの地で
生き残っていたユダヤ人はローマに敗北し、そのほとんどが殺される結
果となりました。

また、17世紀にはサバタイ・ツヴィ、18世紀にはヤコブ・フランクとい
う偽キリストが現れました。20世紀には、ニューヨークに住んでいたラ
ビ・シュネルソンという人物を周囲の人間が担ぎ上げ、ユダヤ人のメシア

だと言って人 を々導きました。1994年の彼の死後もなおこのグループは
広がっており、彼の復活を待っている人 も々いるそうです。このグルー
プは、テルアビブにニューヨークの彼の家と同じものを建て、エルサレ
ムのユダヤ教の会堂も彼の家と同じように建てており、それらは現存し
ています。

イエス様は、このようなことが起こらないように、前もって警告されま
した。未来には「反キリスト（ヨハネの黙示録13章で獣と呼ばれている者）」が現
れ、イスラエルの民を含む全世界の多くの人々が惑わされると聖書は
預言しています。 

マタイの福音書24章7節から9節で、イエス様はこのように言われました。
「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地
震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの
初めなのです。そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、
殺します。また、わたしの名のために、あなたがたはすべての国の
人々に憎まれます」
イエス様は、次の世が来る前兆を妊婦の陣痛に例えておられます。

また、産みの苦しみに例えられる、世界規模の戦いが始まった後に再
臨が起こることを預言されました。「民族は民族に、国は国に敵対して
立ち上がり」ということを当時の弟子たちはどう理解し、また、イエス様
はなぜこのように語られたのでしょうか。

民族は民族に国は国に敵対するという意味

「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり」という表現は、ユダ
ヤ的には「世界大戦」を意味します。イエス様の時代でも現在でもイス
ラエルで使われている『ゾーハル・ハダーシ（Zohar Chadash）』という書物が
あります。この中に「戦争は世界中で広がり、国は国と、都市は都市
に敵対する。確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛がやって来る」
と記されています。

同じく、イエス様の時代に使われていたユダヤ教の『ベレシート・ラ
バー（Bereshit Rabbah）』という書物には、「もしも、国々が敵対するのを見
たのなら、注意して気にとめなさい。メシアの足音が聞こえるからです」
と記されています。イエス様の時代も、ユダヤ人はメシアの到来を待っ
ていました（ルカ3:15参照）。
ですから、「世界大戦が起こるとメシアの足音が聞こえる」ということ

は当時ほとんどの人が読んで学んでいたと思われます。つまり、イエス
様の先のおことばは、弟子たちにはすぐに理解できる言葉であったの
です。

この、産みの苦しみの始まりは、人類が初めて使った「世界大戦」と
いう言葉を表していると考えられます。先の『ゾーハル・ハダーシ』の預
言のように、イエス様は、戦争が世界大に広がっていくようなことが起
これば、「人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、殺します」（マタ
24:9）と弟子たちに知らせたのです。

世界大戦の始まり

人類が初めて「世界大戦」という言葉を使ったのは1914年の「第一次
世界大戦」の時です。1917年まで続いたこの大戦で推計約1千万人の
兵士が失われ、その他の戦死者は推計1千万人超、負傷者は2千万
人超にも上りました。
悲惨な結末となった終戦の後も各地で戦争は続き、そのような中で

さらに世界恐慌が起こりました。世界平和を求めて平和条約を交わす
国々が増えましたが、反面、クーデターが各地で勃発し、共産党やナ
チズムが台頭して世界は第二次世界大戦へ突入しました。

世界恐慌下では、人々は強い政治家を求めました。1933年ごろに
はほとんど相手にされていなかったナチズムが、ヒトラーのカリスマ的な
演説に魅了され、人々は「この人ならこの不況から我々を救ってくれる
だろう」と考え、ナチズムがのし上がってきたのです。
ベルリンのペルガモン博物館にある、サタンの座と呼ばれている1世
紀のゼウス大祭壇の所で、ヒトラーは当選した年に、「ユダヤ民族絶
滅」を誓ったと言われています。こうして、『ゾーハル・ハダーシ』に「戦
争は世界中で広がり、……確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛
がやって来る」と記されたことが成就して人類史上最大の反ユダヤ主義
が起こり、ホロコーストへとつながっていったのです。

世界大戦とユダヤ民族の関係

第一次世界大戦とイスラエルの民はどのように関係しているのでしょ
うか。まず、18世紀のパレスチナはマラリアの発生する不毛の地となっ
ていました。しかし課税は義務付けられていたため、19世紀に多くの
地主が土地を売却しました。そこで、金融業で成功していたユダヤ人
がパレスチナの土地を購入し、若者たちを送って開拓を始めました。

また一方で、第一次世界大戦が始まる1914年ごろは、爆薬製造の
ため大量のアセトンが必要とされていました。そのアセトンの大量生産
を可能とする画期的な発明を、ユダヤ人でロシアからのイギリス移民ハ
イム・ヴァイツマン博士がもたらし、これによってイギリスは第一次世界
大戦で勝利を収めました。こうして何百年もの間、イスラム教徒の統治
下にあったパレスチナはキリスト教国のものとなりました。
 
終戦の1917年、イギリスはヴァイツマン博士に「あなたに何を差し上

げればよいでしょう」と感謝の意を表したところ、博士は「中東にユダヤ
人の国家を建設してください」と答えました。そしてその年にイギリスは
バルフォア宣言を行い、パレスチナにユダヤ民族の国家建設を公式に
保証しました。この時イギリスが約束した土地は、現在のイスラエルと
隣のヨルダンの国土を合わせた領域でした。

ところが、イスラム過激派登場への懸念と石油確保の必要からイギリ
スはアラブ側に寝返り、バルフォア宣言の約束を実行しませんでした。
ユダヤ人の国家建設は公然と無視されたのです。そうした中で、史上
最大の反ユダヤ主義が起こり、ホロコーストで数百万人ものユダヤ人が

虐殺されました。神様は、ユダヤ民族を約束の地に戻し、間もなく起
こるホロコーストから守ろうとされたのに、その唯一の方法がこのように
妨げられてしまったのです。イエス様の「人々は、あなたがたを苦しい
めに会わせ、殺します」（24:9）という預言はここで成就しました。

マイケル・ベーレンバウム著『ホロコースト全史』によれば、「また、わ
たしの名のために、あなたがたはすべての国の人々に憎まれます」（24:9）

という預言は、「キリスト殺し」と呼ばれたユダヤ民族のみにとどまらず、
ヒトラーに抵抗したカトリック、プロテスタントを含むクリスチャンたちも
相当数、犠牲となったのです。
しかしその大惨事の後、20世紀始まって以来の奇跡と言われる「イ
スラエル建国」が実現しました。それにより、多くのイスラム過激派が
現れ、ユダヤ民族とクリスチャンを目の敵にしています。産みの苦しみ
の中で、真の神様に仕える者たちに襲い掛かろうとしているのです。

ききんと地震が起こる

イエス様は「方々にききんと地震が起こります」（24:7）と、産みの苦しみの
始まりについて語られました。その通り、20世紀初頭から異常な

ききん

飢饉
と地震などの自然災害が増加の一途をたどっています。

1958年から1961年まで、中国の毛沢東は、農業や工業の大増産
によって数年間でアメリカやイギリスを追い越すための大躍進政策を立
てました。しかしそれは推計2千万人から5千万人もの餓死者を出す悲
惨な結果に終わり、彼は国家主席の座を追われました。
また、ソ連のスターリン率いる共産党は急速な工業重点化政策を推
進し、その原資を得るために農産物の過剰な輸出を行いました。その
結果、農村は慢性的な食料不足に陥り、1932年から1933年にかけて、
ウクライナだけで推計250万から1450万人とも言われる餓死者を出しま
した。スターリンはさらに農民を含む約2千万人もの国民を殺したこと
で、農業従事者が不足し、飢饉が拡大しました。

世界人口は年々、急増しています。1804年頃10億人だったのが
2022年には約80億人です。世界では今、1日4万人が餓死していると
言われています。また、昔は200年から400年に一度程度起こっていた
ような大地震は、今では世界中で頻繁に起こっています。マグニチュー
ド７以上の地震は、1980年代では3回、90年代に13回、2000年代に
18回、2010年から2013年には42回、2014年から2021年には131回と
産みの苦しみが迫ってきていることが分かります。

終末の産みの苦しみは、1914年から始まったと見てよいでしょう。
第一次世界大戦の終戦から今年で110年です。イエス様の先の預言
は、20世紀に成就し始めたと考えられます。

終末に福音は全世界に伝えられる

マタイの福音書24章は、終末の前兆について語られています。14節
ではイエス様が、「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべて
の国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」と、今の世界が
終わる前に起こる重要な事柄を預言されました。
福音宣教は、1世紀の大宣教命令（マタ28:19～20）から全世界へと広

がりました。1世紀の中東で最初のリバイバルが起こりましたが、今、
21世紀にも再びリバイバルが起こっています。年間何百万人ものイス
ラム教徒が、イエス・キリストを救い主と受け入れていると言われてい
ます。

ユダヤ民族は1700年間「キリスト殺し」と呼ばれ、迫害されてきました。
それゆえに、ユダヤ人でイエス・キリストを救い主と受け入れる者は、も
はやユダヤ人でなく裏切り者と見なされます。ところが不思議なことが
起こり始めました。1967年の第三次中東戦争（六日戦争）の時です。こ
の戦争は、エジプト、シリア、ヨルダンがイスラエルに侵攻し、それを
察知したイスラエルがアラブ諸国の空軍基地を攻撃、壊滅させたため、
敵軍は6日間で撤退しました。結果、イスラエルはシナイ半島、ゴラン
高原、そしてヨルダン西岸を手に入れ、1900年間、夢にまで見たエル
サレムを手に入れたのです。これは「イスラエルの神様が戦われた戦争
だ」と世界中が驚きました。

この時を境に、イエス・キリストを夢や幻で見るユダヤ人が多く起こ
されるようになりました。「わたしはあなたのメシアです。わたしに付い
てきなさい」と夢でイエス様と出会ったという人や、「異邦人の神様がな
ぜ自分の所に現れたのか分からない」という人とも出会ったことがありま
す。こうして1967年から、イエス様を「ユダヤ民族のメシア」であると信
じるユダヤ人が現れ始めました。1世紀始まって以来の出来事が20世
紀後半に起こり、ユダヤ人がユダヤ人に伝道する時代が来たのです。
終末の前兆が起こり始める時が近付いていると考えられます。

ヨハネの黙示録では、今の世界の最後の7年に起こることが語られて
います。「1260日」という期間が2回出てきます（11:3、12:6）が、太陰暦
（1年360日）では3年半です。また、「42カ月」という期間が2回出てきてお
り、これも3年半です（11:2、13:5）。　　
今の世界の最後に、最も過酷な7年間がやって来るという預言です。

その7年の始まりに、イスラエル12部族の中からそれぞれ1万2千人ずつ
が選ばれ、合計14万4千人の伝道師たちが最後の7年に大伝道を始
めるという預言が記されています（7章）。

ヨハネの黙示録7章9節から10節に書かれた預言を見てみましょう。
「その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、
だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を
手に持って、御座と小羊との前に立っていた。彼らは、大声で叫んで
言った。『救いは、御座にある私たちの神にあり、小羊にある』」
あらゆる国民、部族、民族、国語の人たちが無数に救われ、天国
で神様を賛美しています。14節に「彼らは、大きな患難から抜け出て
来た者たち」とあり、14万4千人の伝道師たちの大伝道の結果、多くの
人々が救われていることが分かります。

そして、黙示録11章では最後の7年の始まりに、特別な伝道師2人
がエルサレムに遣わされます。大声で伝道する2人をいかにして殺そう
かと人 は々たくらみますが、2人の伝道は1260日間、止まりません。

また、再び神様が人々を救うために素晴らしい伝道師を送ります。
天の御使いです。
黙示録14章6節から7節にこう書かれています。

「また私は、もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地
上に住む人々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣
べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。彼は大声で言った。

『神を恐れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来たからである。天
と地と海と水の源を創造した方を拝め』」
人間を愛してやまない神様は、あの手この手で一人でも多くの異邦
人を救うために伝道されます。こうして、「この御国の福音は全世界に
宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が
来ます」（マタ24:14）という預言が成就します。
 
これらを見ますと「神様は異邦人の救いに気を配られて、イスラエル
の救いについては語っておられないのか」と思ってしまいますが、ローマ
人への手紙11章25節から26節に、こう預言されています。
「その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦
人の完成のなる時までであり、こうして、イスラエルはみな救われる、
ということです。こう書かれているとおりです。『救う者がシオンか
ら出て、ヤコブから不敬虔を取り払う』」
イスラエルはみな救われるとあります。このような民族的救いは、イス

ラエル民族以外には約束されていません。イスラエル民族が民族的に
悔い改めた時、キリストの再臨があります（参照ホセア5:15～6:3）。

荒らす憎むべきもの

イエス様は、「福音は全世界に宣べ伝えられて、……それから、終
わりの日が来ます」（マタ24:14）と言われました。そこからいよいよ重要な
「世の終わりの前兆」について語られます。マタイの福音書24章15節で、
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべきもの』
が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）」とダニエ
ルの預言書が重要であることを示唆しています。
「荒らす憎むべきもの」とはダニエル書9章27節の、「彼は一週の間、
多くの者と堅い契約を結び、半週の間、いけにえとささげ物とをやめさ
せる。荒らす忌むべき者が翼に現れる。ついに、定められた絶滅が、
荒らす者の上にふりかかる」というみことばの中で語られています。

一週は「7」という数字を表しています。これは今の世界の最後の7年
のことです。ダニエル書9章では、ユダヤ民族と神殿の丘に対して「七
十週が定められている」（9:24）と預言された最後の一週を指しています。
69週までは、イエス・キリストの十字架によって成就しましたが、ユダ
ヤ民族はその後、神殿も国も失い1900年間世界離散しました。この
70週の時計は、ユダヤ民族と神殿の丘が両方存在しなければ動き始
めません。今はユダヤ民族がエルサレムに居て管理していますが、神
殿の丘に入って祈ることは許されていません。もし今後、第三神殿を
建てる、あるいは発掘の許可に関する契約が結ばれるようなことがあれ
ば、その時から最後の7年の時計が動き始めることでしょう。

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び」（9:27）との預言から、イ
スラエルの政治家たちが7年間の契約を結ぶようになると考えられます。
「堅い契約」とありますから、反イスラエルの過激派に簡単に破壊され
るようなことのない契約でしょう。しかし、この契約は7年間ですが「半
週の間、いけにえとささげ物とをやめさせる」（9:27）とありますから、
1260日後、つまり半ばの3年半の時点で一方的に契約が破られます。
神殿が完成し、いけにえとささげ物を始めて間もなく、これらは禁止さ
れ、神殿が奪い取られると考えられます。

テサロニケ人への手紙第二2章3節から4節でこう預言されています。
「だれにも、どのようにも、だまされないようにしなさい。なぜなら、
まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないからです。彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
主の日とはキリストの再臨のことです。「不法の人、滅びの子」と記さ

れている「荒らす憎むべきもの」（マタ24:15）、すなわち反キリストが現れな
ければキリストの再臨はないと言っています。荒らす憎むべきものは「神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し」、いけにえと捧げ物
をやめさせます。

ご再臨に備えて目を覚まし、誰にも、どのようにも、だまされないよう、
お互いに励まし合い、日本とイスラエル、世界中の人々の救いのため
に祈ってまいりましょう。
今、聖書の預言の中でも大変な時代に生きています。現在の中東
情勢は、いよいよエゼキエル戦争に近付き、産みの苦しみが増す時代
に突入したといえます。しかし、そのような時代であるからこそ、主のみ
ことばにしっかりとしがみ付き、牧師先生に従い、教会が一つとなって
油断せずに祈り続けていきましょう。
 
終末にあるこのような時代に生かされていることの使命を受け取り、

混乱の中に身を置かれていても、みことばを学び、誤った道ではなく神
様の御心に従う正しい道を歩めますように、主が再び来られる日を待ち
望み、主に祈ってまいりましょう。

ヨハネの黙示録１章３節、「この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。
時が近づいているからである」

ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示です。時が近付いている
今、黙示録を朗読し、主のご再臨を待ち望む者として油断せず、祈り、
今月も引き続き、主に従い共にみことばをのべ伝えてまいりましょう。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めな
さい」（Ⅱテモ 4:2）　　

在主
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執筆活動と日本でのバイブルセミナー講師として幅広く活躍中。日本CGNTV『シャロームイスラエルⅠ・Ⅱ』主演者・講師。幻冬舎大学「大人のためのカルチャー講座」
セミナー講師。「聖書は預言書である」をテーマに多数のセミナーDVD・CD・著書を出版。現在、米国教会を中心に世界からも終末論を語る講師として期待されて
いる神の器。

聖地イスラエルへの祈りを込めて

一般社団法人オメガ・ジャパン理事・代表
宗教法人金武バプテスト教会牧師

横田聖子

今月は、緊急特別企画として、先月号から新連載をスタートした栄子・スティーブンスによるOmega Grace 
Letter Vol.10「産みの苦しみ」その2―イスラエル建国とパレスチナ問題―の特別版をお届けいたします。

今号の原稿は、すでに先月に準備を終えていました。そこに先日、耳と目を疑うような報道が飛び込んできました。
イスラエルへのハマスによるテロ攻撃について、聖書のことばを通して、中東情勢をよりよく知るための一助になるの
ではないかと思い、全5ページの巻頭言といたしました。そのため、ヨハネの黙示録シリーズは 22 章の「新天新地」 
の学びを予定しておりましたが、次号とさせていただきます。また、輪嶋東太郎氏による対談シリーズも、次号から
再開とさせていただきます。ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

このたび、緊急特別企画として巻頭言の特別版とさせていただきました。その理由として、日本でも反ユダヤ
主義的な偏向報道があることは皆様もご承知のことと思いますが、今回のハマスのテロ攻撃について、聖書預言を
土台に理解しなければ、中東問題を理解することは困難です。間違った判断や、感情的な行動をとることがないよう、
オメガニュースレター読者の皆様と心を合わせて、とりなしの祈りを続けることができるようにと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
また、栄子・スティーブンス先生による2023年第2回オメガグレイス・ジャパンツアー・日本講演・セミナーが

9月にスタートしました。イスラエルを取り巻く中東情勢、世界情勢について、リアルタイムで聖書預言からの解説を聴き、
祈りの焦点を合わせることができるようになったという期待のお声が届いています。どうぞ栄子先生の健康と霊性の
守り、全講演を通して、神様の愛とあわれみ、聖霊の恵みが勢いを増して日本全国の教会に流れていきますよう、
引き続き共にお祈りください。

2024年第5回オメガプレミアム・グレイスツアーについては、9月末日をもって参加者40名様のお申し込み手続きが
終了していました。心から篤く御礼申し上げます。今後の動向について、改めて現地との最終確認後、ご予約頂いた
皆様お一人おひとりへご連絡させていただきます。旅行会社もイスラエル現地は未だ混乱が続いていますので、
ご理解のほどどうぞよろしくお願いいたします。

2023年第4回、2024年第5回、2025年第6回、2026年第7回のオメガプレミアム・グレイスツアーには先週までに、
累計180名の特別優先予約のお申し込みを頂き、全ツアーが満席となっておりました。日本から聖地イスラエルの
平安を祈り、主が来られる日に備えてヨルダン・ペトラの地を歩き、祈るというオメガツアーのビジョンを主が祝福して
くださっていたことを分かち合わせていただきます。10月7日のテロ攻撃が行われる日までに、180名のお名前が
ツアー名簿に記されています。心を込めてご報告させていただきます。御礼と感謝を申し上げます。「聖地イスラエル
の平安が続きますように……」と、神の時が加速していることを痛切に感じ、日本からの愛と祈りと願いを込めて、
特別企画を進めておりました。全ツアーの企画についても、併せてご予約者様へオメガツアー部よりご連絡させて
いただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。

今月も主なる神の愛と恵みが、皆様お一人おひとりとそのご家族、教会、仕える地域の上にあり、聖霊の力が
勢いを増して満ちあふれますよう、心より祝福をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2023年11月恵日

イスラエル建国

（新改訳第三版使用）

イエス様が語られた、「異邦人の時の終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24ｂ）との預言どおり、約1900年間、
エルサレムはユダヤ人ではない人々によって支配されていました。
西暦70年にはローマ帝国の支配下に置かれ、2世紀前半にローマ

皇帝ハドリアヌスによってエルサレムは「アエリア・カピトリーナ」と変名
されました。ユダヤ人とクリスチャンを忌み嫌った皇帝ハドリアヌスは、
聖書でイスラエル民族の最も大きな敵であったペリシテ人の名にちなん
で、ユダヤの地を「パレスチナ」と変名したのです。

こうしてユダヤ民族は祖国を失くして世界に離散し、キリストを殺し
た民族として各地で迫害され続けました。その後、ホロコーストで約
600万人が殺されたことで世界中がユダヤ人に同情を寄せ、「国連パレ
スチナ分割案」というユダヤ人の国をつくる計画が立てられました。こう
して現在のイスラエル国が設立されたのです。

「パレスチナ」の土地について

「パレスチナ」という土地についてです。この「パレスチナ問題」と言わ
れていることは、世界中で多くの人々が誤解しているのだと思われます。
パレスチナ人が幸せに暮らしていた土地にユダヤ人が武器を持って
やって来て、「ここはもともと我々の土地だったのだから出ていけ！」と
言ってパレスチナ人を追い出したのだというストーリーが世界中に

まんえん

蔓延
しています。神学者やジャーナリストですらそのような話を語ります。

ところが事実はそのようなストーリーではありません。オスマントルコ
帝国が治めた約400年の間に、もともと肥沃な土地であったパレスチナ
の地は、不毛の地となっていたのです。汽車を走らせるために1千万本

以上の木を切り倒し、ただの一本も植樹しなかったために、山ははげ山
となりました。高台は土砂崩れが起きて岩場となり、不毛の地となった
ので、人が住めなくなってしまいました。
雨で流れていった土は、排水の悪い低地で沼となり、マラリアが多
発して人々が次 と々死んでいきました。そんな土地でも税金は払わされ
ることから、多くのパレスチナ人地主たちが、18世紀終わりから19世紀
にかけて、パレスチナの土地を売りに出したのです。こんな使い物にな
らない土地を欲しがる人はいませんでした。

ユダヤ人の労力によって土地が回復

しかし、ユダヤ民族にとっては、たとえ住めないような土地でも世界
で唯一の彼らの「約束の地」です。東西ヨーロッパで反ユダヤ主義が
台頭していた中、売りに出されたパレスチナの地を購入し、土のない
場所で小さな鉢に土を入れ、苗木を植え、点滴

かんがい

灌漑システムで少しず
つ水を与え、木を育てていったのです。約2㎝の土をつくるのに10年
かかります。
低地にある沼は、昼夜なく排水させ畑をつくりました。新天地を求

めてやって来たユダヤ人移民の約半数が死んでしまった地域もありまし
た。こうして、ユダヤ人の並々ならぬ労苦によって土地が回復し、パレ
スチナの地は徐々に人が住めるような土地になっていきました。

エゼキエル書38章8節に、「久しく廃墟であったイスラエルの山々に
住んでいる」と預言されているイスラエルの山々は、1948年の建国時に
は手に入らず、ヨルダン国が占領していました。19世紀終りごろから土
地を購入して移民してきたユダヤ人は、計り知れない苦労の中、建国
後に多くの移民を受け入れることができたのです。

1967年に起こった第三次中東戦争（六日戦争）では、イスラエルの
山々、「ヘブロン、エルサレム、そしてサマリヤの山々」を手に入れるこ
とができ、この預言がこの時成就しました。

前号では、マタイの福音書24章1節から2節で、イエス様が語られた
第二神殿破壊の預言について学びました。弟子たちはこの預言のみこ
とばを聞いた時、イエス様に次の三つの質問をしています（マタ24:3）。

① いつ神殿が破壊され、（神殿の）石が崩されずに積まれたまま残ら
ないような出来事が起こるのか。

② イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③ 世の終わりにはどんな前兆があるのか。

第二神殿の破壊は西暦70年に起こっており、①の質問に関する預言
は成就しています。

イエス様による未来の預言

マタイの福音書24章3節の、弟子たちがイエス様に尋ねた三つの質
問の二つ目と三つ目は、「②イエス様の来られる時の前兆はあるのか」
「③世の終わりにはどんな前兆があるのか」という質問です。
イエス様は「『人に惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を
名のる者が大ぜい現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わ
すでしょう。また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気を
つけて、あわてないようにしなさい。これらは必ず起こることです。しか
し、終わりが来たのではありません』」（マタ24:4-6）と預言されました。

ユダヤ民族で、キリストとして現れたのはイエス様が初めてであり、
それは聖書の預言の実現として神の子として、しるしと奇跡が現わされ
ました。その後、2世紀にシモン・バル・コクバという人物が現れており、
パリサイ人のラビ・アキバが彼をメシアだと宣言しました。多くのユダヤ
人がそれを信じ、シモン・バル・コクバに従いました。しかし、イエス・
キリストをメシアと信じていた人々は従わなかったため、この時から多く
のユダヤ人と、イエス様をメシアと信じるユダヤ人が完全に離別しました。

1世紀のローマとの戦いでは、イエス様を信じていた人々は山へ逃げ
ました。2世紀のローマとの戦いでは、シモン・バル・コクバをメシアと
する者とは共に戦わないということで、イエス様を信じていた人々は彼ら
と
たもと

袂を分かちました。シモン・バル・コクバに従ってパレスチナの地で
生き残っていたユダヤ人はローマに敗北し、そのほとんどが殺される結
果となりました。

また、17世紀にはサバタイ・ツヴィ、18世紀にはヤコブ・フランクとい
う偽キリストが現れました。20世紀には、ニューヨークに住んでいたラ
ビ・シュネルソンという人物を周囲の人間が担ぎ上げ、ユダヤ人のメシア

だと言って人 を々導きました。1994年の彼の死後もなおこのグループは
広がっており、彼の復活を待っている人 も々いるそうです。このグルー
プは、テルアビブにニューヨークの彼の家と同じものを建て、エルサレ
ムのユダヤ教の会堂も彼の家と同じように建てており、それらは現存し
ています。

イエス様は、このようなことが起こらないように、前もって警告されま
した。未来には「反キリスト（ヨハネの黙示録13章で獣と呼ばれている者）」が現
れ、イスラエルの民を含む全世界の多くの人々が惑わされると聖書は
預言しています。 

マタイの福音書24章7節から9節で、イエス様はこのように言われました。
「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地
震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの
初めなのです。そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、
殺します。また、わたしの名のために、あなたがたはすべての国の
人々に憎まれます」
イエス様は、次の世が来る前兆を妊婦の陣痛に例えておられます。

また、産みの苦しみに例えられる、世界規模の戦いが始まった後に再
臨が起こることを預言されました。「民族は民族に、国は国に敵対して
立ち上がり」ということを当時の弟子たちはどう理解し、また、イエス様
はなぜこのように語られたのでしょうか。

民族は民族に国は国に敵対するという意味

「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり」という表現は、ユダ
ヤ的には「世界大戦」を意味します。イエス様の時代でも現在でもイス
ラエルで使われている『ゾーハル・ハダーシ（Zohar Chadash）』という書物が
あります。この中に「戦争は世界中で広がり、国は国と、都市は都市
に敵対する。確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛がやって来る」
と記されています。

同じく、イエス様の時代に使われていたユダヤ教の『ベレシート・ラ
バー（Bereshit Rabbah）』という書物には、「もしも、国々が敵対するのを見
たのなら、注意して気にとめなさい。メシアの足音が聞こえるからです」
と記されています。イエス様の時代も、ユダヤ人はメシアの到来を待っ
ていました（ルカ3:15参照）。
ですから、「世界大戦が起こるとメシアの足音が聞こえる」ということ

は当時ほとんどの人が読んで学んでいたと思われます。つまり、イエス
様の先のおことばは、弟子たちにはすぐに理解できる言葉であったの
です。

この、産みの苦しみの始まりは、人類が初めて使った「世界大戦」と
いう言葉を表していると考えられます。先の『ゾーハル・ハダーシ』の預
言のように、イエス様は、戦争が世界大に広がっていくようなことが起
これば、「人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、殺します」（マタ
24:9）と弟子たちに知らせたのです。

世界大戦の始まり

人類が初めて「世界大戦」という言葉を使ったのは1914年の「第一次
世界大戦」の時です。1917年まで続いたこの大戦で推計約1千万人の
兵士が失われ、その他の戦死者は推計1千万人超、負傷者は2千万
人超にも上りました。
悲惨な結末となった終戦の後も各地で戦争は続き、そのような中で

さらに世界恐慌が起こりました。世界平和を求めて平和条約を交わす
国々が増えましたが、反面、クーデターが各地で勃発し、共産党やナ
チズムが台頭して世界は第二次世界大戦へ突入しました。

世界恐慌下では、人々は強い政治家を求めました。1933年ごろに
はほとんど相手にされていなかったナチズムが、ヒトラーのカリスマ的な
演説に魅了され、人々は「この人ならこの不況から我々を救ってくれる
だろう」と考え、ナチズムがのし上がってきたのです。
ベルリンのペルガモン博物館にある、サタンの座と呼ばれている1世
紀のゼウス大祭壇の所で、ヒトラーは当選した年に、「ユダヤ民族絶
滅」を誓ったと言われています。こうして、『ゾーハル・ハダーシ』に「戦
争は世界中で広がり、……確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛
がやって来る」と記されたことが成就して人類史上最大の反ユダヤ主義
が起こり、ホロコーストへとつながっていったのです。

世界大戦とユダヤ民族の関係

第一次世界大戦とイスラエルの民はどのように関係しているのでしょ
うか。まず、18世紀のパレスチナはマラリアの発生する不毛の地となっ
ていました。しかし課税は義務付けられていたため、19世紀に多くの
地主が土地を売却しました。そこで、金融業で成功していたユダヤ人
がパレスチナの土地を購入し、若者たちを送って開拓を始めました。

また一方で、第一次世界大戦が始まる1914年ごろは、爆薬製造の
ため大量のアセトンが必要とされていました。そのアセトンの大量生産
を可能とする画期的な発明を、ユダヤ人でロシアからのイギリス移民ハ
イム・ヴァイツマン博士がもたらし、これによってイギリスは第一次世界
大戦で勝利を収めました。こうして何百年もの間、イスラム教徒の統治
下にあったパレスチナはキリスト教国のものとなりました。
 
終戦の1917年、イギリスはヴァイツマン博士に「あなたに何を差し上

げればよいでしょう」と感謝の意を表したところ、博士は「中東にユダヤ
人の国家を建設してください」と答えました。そしてその年にイギリスは
バルフォア宣言を行い、パレスチナにユダヤ民族の国家建設を公式に
保証しました。この時イギリスが約束した土地は、現在のイスラエルと
隣のヨルダンの国土を合わせた領域でした。

ところが、イスラム過激派登場への懸念と石油確保の必要からイギリ
スはアラブ側に寝返り、バルフォア宣言の約束を実行しませんでした。
ユダヤ人の国家建設は公然と無視されたのです。そうした中で、史上
最大の反ユダヤ主義が起こり、ホロコーストで数百万人ものユダヤ人が

虐殺されました。神様は、ユダヤ民族を約束の地に戻し、間もなく起
こるホロコーストから守ろうとされたのに、その唯一の方法がこのように
妨げられてしまったのです。イエス様の「人々は、あなたがたを苦しい
めに会わせ、殺します」（24:9）という預言はここで成就しました。

マイケル・ベーレンバウム著『ホロコースト全史』によれば、「また、わ
たしの名のために、あなたがたはすべての国の人々に憎まれます」（24:9）

という預言は、「キリスト殺し」と呼ばれたユダヤ民族のみにとどまらず、
ヒトラーに抵抗したカトリック、プロテスタントを含むクリスチャンたちも
相当数、犠牲となったのです。
しかしその大惨事の後、20世紀始まって以来の奇跡と言われる「イ
スラエル建国」が実現しました。それにより、多くのイスラム過激派が
現れ、ユダヤ民族とクリスチャンを目の敵にしています。産みの苦しみ
の中で、真の神様に仕える者たちに襲い掛かろうとしているのです。

ききんと地震が起こる

イエス様は「方々にききんと地震が起こります」（24:7）と、産みの苦しみの
始まりについて語られました。その通り、20世紀初頭から異常な

ききん

飢饉
と地震などの自然災害が増加の一途をたどっています。

1958年から1961年まで、中国の毛沢東は、農業や工業の大増産
によって数年間でアメリカやイギリスを追い越すための大躍進政策を立
てました。しかしそれは推計2千万人から5千万人もの餓死者を出す悲
惨な結果に終わり、彼は国家主席の座を追われました。
また、ソ連のスターリン率いる共産党は急速な工業重点化政策を推
進し、その原資を得るために農産物の過剰な輸出を行いました。その
結果、農村は慢性的な食料不足に陥り、1932年から1933年にかけて、
ウクライナだけで推計250万から1450万人とも言われる餓死者を出しま
した。スターリンはさらに農民を含む約2千万人もの国民を殺したこと
で、農業従事者が不足し、飢饉が拡大しました。

世界人口は年々、急増しています。1804年頃10億人だったのが
2022年には約80億人です。世界では今、1日4万人が餓死していると
言われています。また、昔は200年から400年に一度程度起こっていた
ような大地震は、今では世界中で頻繁に起こっています。マグニチュー
ド７以上の地震は、1980年代では3回、90年代に13回、2000年代に
18回、2010年から2013年には42回、2014年から2021年には131回と
産みの苦しみが迫ってきていることが分かります。

終末の産みの苦しみは、1914年から始まったと見てよいでしょう。
第一次世界大戦の終戦から今年で110年です。イエス様の先の預言
は、20世紀に成就し始めたと考えられます。

終末に福音は全世界に伝えられる

マタイの福音書24章は、終末の前兆について語られています。14節
ではイエス様が、「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべて
の国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」と、今の世界が
終わる前に起こる重要な事柄を預言されました。
福音宣教は、1世紀の大宣教命令（マタ28:19～20）から全世界へと広

がりました。1世紀の中東で最初のリバイバルが起こりましたが、今、
21世紀にも再びリバイバルが起こっています。年間何百万人ものイス
ラム教徒が、イエス・キリストを救い主と受け入れていると言われてい
ます。

ユダヤ民族は1700年間「キリスト殺し」と呼ばれ、迫害されてきました。
それゆえに、ユダヤ人でイエス・キリストを救い主と受け入れる者は、も
はやユダヤ人でなく裏切り者と見なされます。ところが不思議なことが
起こり始めました。1967年の第三次中東戦争（六日戦争）の時です。こ
の戦争は、エジプト、シリア、ヨルダンがイスラエルに侵攻し、それを
察知したイスラエルがアラブ諸国の空軍基地を攻撃、壊滅させたため、
敵軍は6日間で撤退しました。結果、イスラエルはシナイ半島、ゴラン
高原、そしてヨルダン西岸を手に入れ、1900年間、夢にまで見たエル
サレムを手に入れたのです。これは「イスラエルの神様が戦われた戦争
だ」と世界中が驚きました。

この時を境に、イエス・キリストを夢や幻で見るユダヤ人が多く起こ
されるようになりました。「わたしはあなたのメシアです。わたしに付い
てきなさい」と夢でイエス様と出会ったという人や、「異邦人の神様がな
ぜ自分の所に現れたのか分からない」という人とも出会ったことがありま
す。こうして1967年から、イエス様を「ユダヤ民族のメシア」であると信
じるユダヤ人が現れ始めました。1世紀始まって以来の出来事が20世
紀後半に起こり、ユダヤ人がユダヤ人に伝道する時代が来たのです。
終末の前兆が起こり始める時が近付いていると考えられます。

ヨハネの黙示録では、今の世界の最後の7年に起こることが語られて
います。「1260日」という期間が2回出てきます（11:3、12:6）が、太陰暦
（1年360日）では3年半です。また、「42カ月」という期間が2回出てきてお
り、これも3年半です（11:2、13:5）。　　
今の世界の最後に、最も過酷な7年間がやって来るという預言です。

その7年の始まりに、イスラエル12部族の中からそれぞれ1万2千人ずつ
が選ばれ、合計14万4千人の伝道師たちが最後の7年に大伝道を始
めるという預言が記されています（7章）。

ヨハネの黙示録7章9節から10節に書かれた預言を見てみましょう。
「その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、
だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を
手に持って、御座と小羊との前に立っていた。彼らは、大声で叫んで
言った。『救いは、御座にある私たちの神にあり、小羊にある』」
あらゆる国民、部族、民族、国語の人たちが無数に救われ、天国
で神様を賛美しています。14節に「彼らは、大きな患難から抜け出て
来た者たち」とあり、14万4千人の伝道師たちの大伝道の結果、多くの
人々が救われていることが分かります。

そして、黙示録11章では最後の7年の始まりに、特別な伝道師2人
がエルサレムに遣わされます。大声で伝道する2人をいかにして殺そう
かと人 は々たくらみますが、2人の伝道は1260日間、止まりません。

また、再び神様が人々を救うために素晴らしい伝道師を送ります。
天の御使いです。
黙示録14章6節から7節にこう書かれています。

「また私は、もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地
上に住む人々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣
べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。彼は大声で言った。

『神を恐れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来たからである。天
と地と海と水の源を創造した方を拝め』」
人間を愛してやまない神様は、あの手この手で一人でも多くの異邦
人を救うために伝道されます。こうして、「この御国の福音は全世界に
宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が
来ます」（マタ24:14）という預言が成就します。
 
これらを見ますと「神様は異邦人の救いに気を配られて、イスラエル
の救いについては語っておられないのか」と思ってしまいますが、ローマ
人への手紙11章25節から26節に、こう預言されています。
「その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦
人の完成のなる時までであり、こうして、イスラエルはみな救われる、
ということです。こう書かれているとおりです。『救う者がシオンか
ら出て、ヤコブから不敬虔を取り払う』」
イスラエルはみな救われるとあります。このような民族的救いは、イス

ラエル民族以外には約束されていません。イスラエル民族が民族的に
悔い改めた時、キリストの再臨があります（参照ホセア5:15～6:3）。

荒らす憎むべきもの

イエス様は、「福音は全世界に宣べ伝えられて、……それから、終
わりの日が来ます」（マタ24:14）と言われました。そこからいよいよ重要な
「世の終わりの前兆」について語られます。マタイの福音書24章15節で、
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべきもの』
が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）」とダニエ
ルの預言書が重要であることを示唆しています。
「荒らす憎むべきもの」とはダニエル書9章27節の、「彼は一週の間、
多くの者と堅い契約を結び、半週の間、いけにえとささげ物とをやめさ
せる。荒らす忌むべき者が翼に現れる。ついに、定められた絶滅が、
荒らす者の上にふりかかる」というみことばの中で語られています。

一週は「7」という数字を表しています。これは今の世界の最後の7年
のことです。ダニエル書9章では、ユダヤ民族と神殿の丘に対して「七
十週が定められている」（9:24）と預言された最後の一週を指しています。
69週までは、イエス・キリストの十字架によって成就しましたが、ユダ
ヤ民族はその後、神殿も国も失い1900年間世界離散しました。この
70週の時計は、ユダヤ民族と神殿の丘が両方存在しなければ動き始
めません。今はユダヤ民族がエルサレムに居て管理していますが、神
殿の丘に入って祈ることは許されていません。もし今後、第三神殿を
建てる、あるいは発掘の許可に関する契約が結ばれるようなことがあれ
ば、その時から最後の7年の時計が動き始めることでしょう。

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び」（9:27）との預言から、イ
スラエルの政治家たちが7年間の契約を結ぶようになると考えられます。
「堅い契約」とありますから、反イスラエルの過激派に簡単に破壊され
るようなことのない契約でしょう。しかし、この契約は7年間ですが「半
週の間、いけにえとささげ物とをやめさせる」（9:27）とありますから、
1260日後、つまり半ばの3年半の時点で一方的に契約が破られます。
神殿が完成し、いけにえとささげ物を始めて間もなく、これらは禁止さ
れ、神殿が奪い取られると考えられます。

テサロニケ人への手紙第二2章3節から4節でこう預言されています。
「だれにも、どのようにも、だまされないようにしなさい。なぜなら、
まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないからです。彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
主の日とはキリストの再臨のことです。「不法の人、滅びの子」と記さ

れている「荒らす憎むべきもの」（マタ24:15）、すなわち反キリストが現れな
ければキリストの再臨はないと言っています。荒らす憎むべきものは「神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し」、いけにえと捧げ物
をやめさせます。

ご再臨に備えて目を覚まし、誰にも、どのようにも、だまされないよう、
お互いに励まし合い、日本とイスラエル、世界中の人々の救いのため
に祈ってまいりましょう。
今、聖書の預言の中でも大変な時代に生きています。現在の中東
情勢は、いよいよエゼキエル戦争に近付き、産みの苦しみが増す時代
に突入したといえます。しかし、そのような時代であるからこそ、主のみ
ことばにしっかりとしがみ付き、牧師先生に従い、教会が一つとなって
油断せずに祈り続けていきましょう。
 
終末にあるこのような時代に生かされていることの使命を受け取り、

混乱の中に身を置かれていても、みことばを学び、誤った道ではなく神
様の御心に従う正しい道を歩めますように、主が再び来られる日を待ち
望み、主に祈ってまいりましょう。

ヨハネの黙示録１章３節、「この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。
時が近づいているからである」

ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示です。時が近付いている
今、黙示録を朗読し、主のご再臨を待ち望む者として油断せず、祈り、
今月も引き続き、主に従い共にみことばをのべ伝えてまいりましょう。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めな
さい」（Ⅱテモ 4:2）　　
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イスラエル建国

（新改訳第三版使用）

イエス様が語られた、「異邦人の時の終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24ｂ）との預言どおり、約1900年間、
エルサレムはユダヤ人ではない人々によって支配されていました。
西暦70年にはローマ帝国の支配下に置かれ、2世紀前半にローマ

皇帝ハドリアヌスによってエルサレムは「アエリア・カピトリーナ」と変名
されました。ユダヤ人とクリスチャンを忌み嫌った皇帝ハドリアヌスは、
聖書でイスラエル民族の最も大きな敵であったペリシテ人の名にちなん
で、ユダヤの地を「パレスチナ」と変名したのです。

こうしてユダヤ民族は祖国を失くして世界に離散し、キリストを殺し
た民族として各地で迫害され続けました。その後、ホロコーストで約
600万人が殺されたことで世界中がユダヤ人に同情を寄せ、「国連パレ
スチナ分割案」というユダヤ人の国をつくる計画が立てられました。こう
して現在のイスラエル国が設立されたのです。

「パレスチナ」の土地について

「パレスチナ」という土地についてです。この「パレスチナ問題」と言わ
れていることは、世界中で多くの人々が誤解しているのだと思われます。
パレスチナ人が幸せに暮らしていた土地にユダヤ人が武器を持って
やって来て、「ここはもともと我々の土地だったのだから出ていけ！」と
言ってパレスチナ人を追い出したのだというストーリーが世界中に

まんえん

蔓延
しています。神学者やジャーナリストですらそのような話を語ります。

ところが事実はそのようなストーリーではありません。オスマントルコ
帝国が治めた約400年の間に、もともと肥沃な土地であったパレスチナ
の地は、不毛の地となっていたのです。汽車を走らせるために1千万本

以上の木を切り倒し、ただの一本も植樹しなかったために、山ははげ山
となりました。高台は土砂崩れが起きて岩場となり、不毛の地となった
ので、人が住めなくなってしまいました。
雨で流れていった土は、排水の悪い低地で沼となり、マラリアが多
発して人々が次 と々死んでいきました。そんな土地でも税金は払わされ
ることから、多くのパレスチナ人地主たちが、18世紀終わりから19世紀
にかけて、パレスチナの土地を売りに出したのです。こんな使い物にな
らない土地を欲しがる人はいませんでした。

ユダヤ人の労力によって土地が回復

しかし、ユダヤ民族にとっては、たとえ住めないような土地でも世界
で唯一の彼らの「約束の地」です。東西ヨーロッパで反ユダヤ主義が
台頭していた中、売りに出されたパレスチナの地を購入し、土のない
場所で小さな鉢に土を入れ、苗木を植え、点滴

かんがい

灌漑システムで少しず
つ水を与え、木を育てていったのです。約2㎝の土をつくるのに10年
かかります。
低地にある沼は、昼夜なく排水させ畑をつくりました。新天地を求

めてやって来たユダヤ人移民の約半数が死んでしまった地域もありまし
た。こうして、ユダヤ人の並々ならぬ労苦によって土地が回復し、パレ
スチナの地は徐々に人が住めるような土地になっていきました。

エゼキエル書38章8節に、「久しく廃墟であったイスラエルの山々に
住んでいる」と預言されているイスラエルの山々は、1948年の建国時に
は手に入らず、ヨルダン国が占領していました。19世紀終りごろから土
地を購入して移民してきたユダヤ人は、計り知れない苦労の中、建国
後に多くの移民を受け入れることができたのです。

1967年に起こった第三次中東戦争（六日戦争）では、イスラエルの
山々、「ヘブロン、エルサレム、そしてサマリヤの山々」を手に入れるこ
とができ、この預言がこの時成就しました。

前号では、マタイの福音書24章1節から2節で、イエス様が語られた
第二神殿破壊の預言について学びました。弟子たちはこの預言のみこ
とばを聞いた時、イエス様に次の三つの質問をしています（マタ24:3）。

① いつ神殿が破壊され、（神殿の）石が崩されずに積まれたまま残ら
ないような出来事が起こるのか。

② イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③ 世の終わりにはどんな前兆があるのか。

第二神殿の破壊は西暦70年に起こっており、①の質問に関する預言
は成就しています。

イエス様による未来の預言

マタイの福音書24章3節の、弟子たちがイエス様に尋ねた三つの質
問の二つ目と三つ目は、「②イエス様の来られる時の前兆はあるのか」
「③世の終わりにはどんな前兆があるのか」という質問です。
イエス様は「『人に惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を
名のる者が大ぜい現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わ
すでしょう。また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気を
つけて、あわてないようにしなさい。これらは必ず起こることです。しか
し、終わりが来たのではありません』」（マタ24:4-6）と預言されました。

ユダヤ民族で、キリストとして現れたのはイエス様が初めてであり、
それは聖書の預言の実現として神の子として、しるしと奇跡が現わされ
ました。その後、2世紀にシモン・バル・コクバという人物が現れており、
パリサイ人のラビ・アキバが彼をメシアだと宣言しました。多くのユダヤ
人がそれを信じ、シモン・バル・コクバに従いました。しかし、イエス・
キリストをメシアと信じていた人々は従わなかったため、この時から多く
のユダヤ人と、イエス様をメシアと信じるユダヤ人が完全に離別しました。

1世紀のローマとの戦いでは、イエス様を信じていた人々は山へ逃げ
ました。2世紀のローマとの戦いでは、シモン・バル・コクバをメシアと
する者とは共に戦わないということで、イエス様を信じていた人々は彼ら
と
たもと

袂を分かちました。シモン・バル・コクバに従ってパレスチナの地で
生き残っていたユダヤ人はローマに敗北し、そのほとんどが殺される結
果となりました。

また、17世紀にはサバタイ・ツヴィ、18世紀にはヤコブ・フランクとい
う偽キリストが現れました。20世紀には、ニューヨークに住んでいたラ
ビ・シュネルソンという人物を周囲の人間が担ぎ上げ、ユダヤ人のメシア

だと言って人 を々導きました。1994年の彼の死後もなおこのグループは
広がっており、彼の復活を待っている人 も々いるそうです。このグルー
プは、テルアビブにニューヨークの彼の家と同じものを建て、エルサレ
ムのユダヤ教の会堂も彼の家と同じように建てており、それらは現存し
ています。

イエス様は、このようなことが起こらないように、前もって警告されま
した。未来には「反キリスト（ヨハネの黙示録13章で獣と呼ばれている者）」が現
れ、イスラエルの民を含む全世界の多くの人々が惑わされると聖書は
預言しています。 

マタイの福音書24章7節から9節で、イエス様はこのように言われました。
「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地
震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの
初めなのです。そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、
殺します。また、わたしの名のために、あなたがたはすべての国の
人々に憎まれます」
イエス様は、次の世が来る前兆を妊婦の陣痛に例えておられます。

また、産みの苦しみに例えられる、世界規模の戦いが始まった後に再
臨が起こることを預言されました。「民族は民族に、国は国に敵対して
立ち上がり」ということを当時の弟子たちはどう理解し、また、イエス様
はなぜこのように語られたのでしょうか。

民族は民族に国は国に敵対するという意味

「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり」という表現は、ユダ
ヤ的には「世界大戦」を意味します。イエス様の時代でも現在でもイス
ラエルで使われている『ゾーハル・ハダーシ（Zohar Chadash）』という書物が
あります。この中に「戦争は世界中で広がり、国は国と、都市は都市
に敵対する。確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛がやって来る」
と記されています。

同じく、イエス様の時代に使われていたユダヤ教の『ベレシート・ラ
バー（Bereshit Rabbah）』という書物には、「もしも、国々が敵対するのを見
たのなら、注意して気にとめなさい。メシアの足音が聞こえるからです」
と記されています。イエス様の時代も、ユダヤ人はメシアの到来を待っ
ていました（ルカ3:15参照）。
ですから、「世界大戦が起こるとメシアの足音が聞こえる」ということ

は当時ほとんどの人が読んで学んでいたと思われます。つまり、イエス
様の先のおことばは、弟子たちにはすぐに理解できる言葉であったの
です。

この、産みの苦しみの始まりは、人類が初めて使った「世界大戦」と
いう言葉を表していると考えられます。先の『ゾーハル・ハダーシ』の預
言のように、イエス様は、戦争が世界大に広がっていくようなことが起
これば、「人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、殺します」（マタ
24:9）と弟子たちに知らせたのです。

世界大戦の始まり

人類が初めて「世界大戦」という言葉を使ったのは1914年の「第一次
世界大戦」の時です。1917年まで続いたこの大戦で推計約1千万人の
兵士が失われ、その他の戦死者は推計1千万人超、負傷者は2千万
人超にも上りました。
悲惨な結末となった終戦の後も各地で戦争は続き、そのような中で

さらに世界恐慌が起こりました。世界平和を求めて平和条約を交わす
国々が増えましたが、反面、クーデターが各地で勃発し、共産党やナ
チズムが台頭して世界は第二次世界大戦へ突入しました。

世界恐慌下では、人々は強い政治家を求めました。1933年ごろに
はほとんど相手にされていなかったナチズムが、ヒトラーのカリスマ的な
演説に魅了され、人々は「この人ならこの不況から我々を救ってくれる
だろう」と考え、ナチズムがのし上がってきたのです。
ベルリンのペルガモン博物館にある、サタンの座と呼ばれている1世
紀のゼウス大祭壇の所で、ヒトラーは当選した年に、「ユダヤ民族絶
滅」を誓ったと言われています。こうして、『ゾーハル・ハダーシ』に「戦
争は世界中で広がり、……確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛
がやって来る」と記されたことが成就して人類史上最大の反ユダヤ主義
が起こり、ホロコーストへとつながっていったのです。

世界大戦とユダヤ民族の関係

第一次世界大戦とイスラエルの民はどのように関係しているのでしょ
うか。まず、18世紀のパレスチナはマラリアの発生する不毛の地となっ
ていました。しかし課税は義務付けられていたため、19世紀に多くの
地主が土地を売却しました。そこで、金融業で成功していたユダヤ人
がパレスチナの土地を購入し、若者たちを送って開拓を始めました。

また一方で、第一次世界大戦が始まる1914年ごろは、爆薬製造の
ため大量のアセトンが必要とされていました。そのアセトンの大量生産
を可能とする画期的な発明を、ユダヤ人でロシアからのイギリス移民ハ
イム・ヴァイツマン博士がもたらし、これによってイギリスは第一次世界
大戦で勝利を収めました。こうして何百年もの間、イスラム教徒の統治
下にあったパレスチナはキリスト教国のものとなりました。
 
終戦の1917年、イギリスはヴァイツマン博士に「あなたに何を差し上

げればよいでしょう」と感謝の意を表したところ、博士は「中東にユダヤ
人の国家を建設してください」と答えました。そしてその年にイギリスは
バルフォア宣言を行い、パレスチナにユダヤ民族の国家建設を公式に
保証しました。この時イギリスが約束した土地は、現在のイスラエルと
隣のヨルダンの国土を合わせた領域でした。

ところが、イスラム過激派登場への懸念と石油確保の必要からイギリ
スはアラブ側に寝返り、バルフォア宣言の約束を実行しませんでした。
ユダヤ人の国家建設は公然と無視されたのです。そうした中で、史上
最大の反ユダヤ主義が起こり、ホロコーストで数百万人ものユダヤ人が

虐殺されました。神様は、ユダヤ民族を約束の地に戻し、間もなく起
こるホロコーストから守ろうとされたのに、その唯一の方法がこのように
妨げられてしまったのです。イエス様の「人々は、あなたがたを苦しい
めに会わせ、殺します」（24:9）という預言はここで成就しました。

マイケル・ベーレンバウム著『ホロコースト全史』によれば、「また、わ
たしの名のために、あなたがたはすべての国の人々に憎まれます」（24:9）

という預言は、「キリスト殺し」と呼ばれたユダヤ民族のみにとどまらず、
ヒトラーに抵抗したカトリック、プロテスタントを含むクリスチャンたちも
相当数、犠牲となったのです。
しかしその大惨事の後、20世紀始まって以来の奇跡と言われる「イ
スラエル建国」が実現しました。それにより、多くのイスラム過激派が
現れ、ユダヤ民族とクリスチャンを目の敵にしています。産みの苦しみ
の中で、真の神様に仕える者たちに襲い掛かろうとしているのです。

ききんと地震が起こる

イエス様は「方々にききんと地震が起こります」（24:7）と、産みの苦しみの
始まりについて語られました。その通り、20世紀初頭から異常な

ききん

飢饉
と地震などの自然災害が増加の一途をたどっています。

1958年から1961年まで、中国の毛沢東は、農業や工業の大増産
によって数年間でアメリカやイギリスを追い越すための大躍進政策を立
てました。しかしそれは推計2千万人から5千万人もの餓死者を出す悲
惨な結果に終わり、彼は国家主席の座を追われました。
また、ソ連のスターリン率いる共産党は急速な工業重点化政策を推
進し、その原資を得るために農産物の過剰な輸出を行いました。その
結果、農村は慢性的な食料不足に陥り、1932年から1933年にかけて、
ウクライナだけで推計250万から1450万人とも言われる餓死者を出しま
した。スターリンはさらに農民を含む約2千万人もの国民を殺したこと
で、農業従事者が不足し、飢饉が拡大しました。

世界人口は年々、急増しています。1804年頃10億人だったのが
2022年には約80億人です。世界では今、1日4万人が餓死していると
言われています。また、昔は200年から400年に一度程度起こっていた
ような大地震は、今では世界中で頻繁に起こっています。マグニチュー
ド７以上の地震は、1980年代では3回、90年代に13回、2000年代に
18回、2010年から2013年には42回、2014年から2021年には131回と
産みの苦しみが迫ってきていることが分かります。

終末の産みの苦しみは、1914年から始まったと見てよいでしょう。
第一次世界大戦の終戦から今年で110年です。イエス様の先の預言
は、20世紀に成就し始めたと考えられます。

終末に福音は全世界に伝えられる

マタイの福音書24章は、終末の前兆について語られています。14節
ではイエス様が、「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべて
の国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」と、今の世界が
終わる前に起こる重要な事柄を預言されました。
福音宣教は、1世紀の大宣教命令（マタ28:19～20）から全世界へと広

がりました。1世紀の中東で最初のリバイバルが起こりましたが、今、
21世紀にも再びリバイバルが起こっています。年間何百万人ものイス
ラム教徒が、イエス・キリストを救い主と受け入れていると言われてい
ます。

ユダヤ民族は1700年間「キリスト殺し」と呼ばれ、迫害されてきました。
それゆえに、ユダヤ人でイエス・キリストを救い主と受け入れる者は、も
はやユダヤ人でなく裏切り者と見なされます。ところが不思議なことが
起こり始めました。1967年の第三次中東戦争（六日戦争）の時です。こ
の戦争は、エジプト、シリア、ヨルダンがイスラエルに侵攻し、それを
察知したイスラエルがアラブ諸国の空軍基地を攻撃、壊滅させたため、
敵軍は6日間で撤退しました。結果、イスラエルはシナイ半島、ゴラン
高原、そしてヨルダン西岸を手に入れ、1900年間、夢にまで見たエル
サレムを手に入れたのです。これは「イスラエルの神様が戦われた戦争
だ」と世界中が驚きました。

この時を境に、イエス・キリストを夢や幻で見るユダヤ人が多く起こ
されるようになりました。「わたしはあなたのメシアです。わたしに付い
てきなさい」と夢でイエス様と出会ったという人や、「異邦人の神様がな
ぜ自分の所に現れたのか分からない」という人とも出会ったことがありま
す。こうして1967年から、イエス様を「ユダヤ民族のメシア」であると信
じるユダヤ人が現れ始めました。1世紀始まって以来の出来事が20世
紀後半に起こり、ユダヤ人がユダヤ人に伝道する時代が来たのです。
終末の前兆が起こり始める時が近付いていると考えられます。

ヨハネの黙示録では、今の世界の最後の7年に起こることが語られて
います。「1260日」という期間が2回出てきます（11:3、12:6）が、太陰暦
（1年360日）では3年半です。また、「42カ月」という期間が2回出てきてお
り、これも3年半です（11:2、13:5）。　　
今の世界の最後に、最も過酷な7年間がやって来るという預言です。

その7年の始まりに、イスラエル12部族の中からそれぞれ1万2千人ずつ
が選ばれ、合計14万4千人の伝道師たちが最後の7年に大伝道を始
めるという預言が記されています（7章）。

ヨハネの黙示録7章9節から10節に書かれた預言を見てみましょう。
「その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、
だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を
手に持って、御座と小羊との前に立っていた。彼らは、大声で叫んで
言った。『救いは、御座にある私たちの神にあり、小羊にある』」
あらゆる国民、部族、民族、国語の人たちが無数に救われ、天国
で神様を賛美しています。14節に「彼らは、大きな患難から抜け出て
来た者たち」とあり、14万4千人の伝道師たちの大伝道の結果、多くの
人々が救われていることが分かります。

そして、黙示録11章では最後の7年の始まりに、特別な伝道師2人
がエルサレムに遣わされます。大声で伝道する2人をいかにして殺そう
かと人 は々たくらみますが、2人の伝道は1260日間、止まりません。

また、再び神様が人々を救うために素晴らしい伝道師を送ります。
天の御使いです。
黙示録14章6節から7節にこう書かれています。

「また私は、もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地
上に住む人々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣
べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。彼は大声で言った。

『神を恐れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来たからである。天
と地と海と水の源を創造した方を拝め』」
人間を愛してやまない神様は、あの手この手で一人でも多くの異邦
人を救うために伝道されます。こうして、「この御国の福音は全世界に
宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が
来ます」（マタ24:14）という預言が成就します。
 
これらを見ますと「神様は異邦人の救いに気を配られて、イスラエル
の救いについては語っておられないのか」と思ってしまいますが、ローマ
人への手紙11章25節から26節に、こう預言されています。
「その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦
人の完成のなる時までであり、こうして、イスラエルはみな救われる、
ということです。こう書かれているとおりです。『救う者がシオンか
ら出て、ヤコブから不敬虔を取り払う』」
イスラエルはみな救われるとあります。このような民族的救いは、イス

ラエル民族以外には約束されていません。イスラエル民族が民族的に
悔い改めた時、キリストの再臨があります（参照ホセア5:15～6:3）。

荒らす憎むべきもの

イエス様は、「福音は全世界に宣べ伝えられて、……それから、終
わりの日が来ます」（マタ24:14）と言われました。そこからいよいよ重要な
「世の終わりの前兆」について語られます。マタイの福音書24章15節で、
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべきもの』
が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）」とダニエ
ルの預言書が重要であることを示唆しています。
「荒らす憎むべきもの」とはダニエル書9章27節の、「彼は一週の間、
多くの者と堅い契約を結び、半週の間、いけにえとささげ物とをやめさ
せる。荒らす忌むべき者が翼に現れる。ついに、定められた絶滅が、
荒らす者の上にふりかかる」というみことばの中で語られています。

一週は「7」という数字を表しています。これは今の世界の最後の7年
のことです。ダニエル書9章では、ユダヤ民族と神殿の丘に対して「七
十週が定められている」（9:24）と預言された最後の一週を指しています。
69週までは、イエス・キリストの十字架によって成就しましたが、ユダ
ヤ民族はその後、神殿も国も失い1900年間世界離散しました。この
70週の時計は、ユダヤ民族と神殿の丘が両方存在しなければ動き始
めません。今はユダヤ民族がエルサレムに居て管理していますが、神
殿の丘に入って祈ることは許されていません。もし今後、第三神殿を
建てる、あるいは発掘の許可に関する契約が結ばれるようなことがあれ
ば、その時から最後の7年の時計が動き始めることでしょう。

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び」（9:27）との預言から、イ
スラエルの政治家たちが7年間の契約を結ぶようになると考えられます。
「堅い契約」とありますから、反イスラエルの過激派に簡単に破壊され
るようなことのない契約でしょう。しかし、この契約は7年間ですが「半
週の間、いけにえとささげ物とをやめさせる」（9:27）とありますから、
1260日後、つまり半ばの3年半の時点で一方的に契約が破られます。
神殿が完成し、いけにえとささげ物を始めて間もなく、これらは禁止さ
れ、神殿が奪い取られると考えられます。

テサロニケ人への手紙第二2章3節から4節でこう預言されています。
「だれにも、どのようにも、だまされないようにしなさい。なぜなら、
まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないからです。彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
主の日とはキリストの再臨のことです。「不法の人、滅びの子」と記さ

れている「荒らす憎むべきもの」（マタ24:15）、すなわち反キリストが現れな
ければキリストの再臨はないと言っています。荒らす憎むべきものは「神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し」、いけにえと捧げ物
をやめさせます。

ご再臨に備えて目を覚まし、誰にも、どのようにも、だまされないよう、
お互いに励まし合い、日本とイスラエル、世界中の人々の救いのため
に祈ってまいりましょう。
今、聖書の預言の中でも大変な時代に生きています。現在の中東
情勢は、いよいよエゼキエル戦争に近付き、産みの苦しみが増す時代
に突入したといえます。しかし、そのような時代であるからこそ、主のみ
ことばにしっかりとしがみ付き、牧師先生に従い、教会が一つとなって
油断せずに祈り続けていきましょう。
 
終末にあるこのような時代に生かされていることの使命を受け取り、

混乱の中に身を置かれていても、みことばを学び、誤った道ではなく神
様の御心に従う正しい道を歩めますように、主が再び来られる日を待ち
望み、主に祈ってまいりましょう。

ヨハネの黙示録１章３節、「この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。
時が近づいているからである」

ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示です。時が近付いている
今、黙示録を朗読し、主のご再臨を待ち望む者として油断せず、祈り、
今月も引き続き、主に従い共にみことばをのべ伝えてまいりましょう。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めな
さい」（Ⅱテモ 4:2）　　

在主
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ヤド・バシェム（ホロコースト記念館）
ホロコーストの犠牲者「名前と記憶」

Photo taken by Noam Chen for the Israeli Ministry of Tourism
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イスラエル建国

（新改訳第三版使用）

イエス様が語られた、「異邦人の時の終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24ｂ）との預言どおり、約1900年間、
エルサレムはユダヤ人ではない人々によって支配されていました。
西暦70年にはローマ帝国の支配下に置かれ、2世紀前半にローマ

皇帝ハドリアヌスによってエルサレムは「アエリア・カピトリーナ」と変名
されました。ユダヤ人とクリスチャンを忌み嫌った皇帝ハドリアヌスは、
聖書でイスラエル民族の最も大きな敵であったペリシテ人の名にちなん
で、ユダヤの地を「パレスチナ」と変名したのです。

こうしてユダヤ民族は祖国を失くして世界に離散し、キリストを殺し
た民族として各地で迫害され続けました。その後、ホロコーストで約
600万人が殺されたことで世界中がユダヤ人に同情を寄せ、「国連パレ
スチナ分割案」というユダヤ人の国をつくる計画が立てられました。こう
して現在のイスラエル国が設立されたのです。

「パレスチナ」の土地について

「パレスチナ」という土地についてです。この「パレスチナ問題」と言わ
れていることは、世界中で多くの人々が誤解しているのだと思われます。
パレスチナ人が幸せに暮らしていた土地にユダヤ人が武器を持って
やって来て、「ここはもともと我々の土地だったのだから出ていけ！」と
言ってパレスチナ人を追い出したのだというストーリーが世界中に

まんえん

蔓延
しています。神学者やジャーナリストですらそのような話を語ります。

ところが事実はそのようなストーリーではありません。オスマントルコ
帝国が治めた約400年の間に、もともと肥沃な土地であったパレスチナ
の地は、不毛の地となっていたのです。汽車を走らせるために1千万本

以上の木を切り倒し、ただの一本も植樹しなかったために、山ははげ山
となりました。高台は土砂崩れが起きて岩場となり、不毛の地となった
ので、人が住めなくなってしまいました。
雨で流れていった土は、排水の悪い低地で沼となり、マラリアが多
発して人々が次 と々死んでいきました。そんな土地でも税金は払わされ
ることから、多くのパレスチナ人地主たちが、18世紀終わりから19世紀
にかけて、パレスチナの土地を売りに出したのです。こんな使い物にな
らない土地を欲しがる人はいませんでした。

ユダヤ人の労力によって土地が回復

しかし、ユダヤ民族にとっては、たとえ住めないような土地でも世界
で唯一の彼らの「約束の地」です。東西ヨーロッパで反ユダヤ主義が
台頭していた中、売りに出されたパレスチナの地を購入し、土のない
場所で小さな鉢に土を入れ、苗木を植え、点滴

かんがい

灌漑システムで少しず
つ水を与え、木を育てていったのです。約2㎝の土をつくるのに10年
かかります。
低地にある沼は、昼夜なく排水させ畑をつくりました。新天地を求

めてやって来たユダヤ人移民の約半数が死んでしまった地域もありまし
た。こうして、ユダヤ人の並々ならぬ労苦によって土地が回復し、パレ
スチナの地は徐々に人が住めるような土地になっていきました。

エゼキエル書38章8節に、「久しく廃墟であったイスラエルの山々に
住んでいる」と預言されているイスラエルの山々は、1948年の建国時に
は手に入らず、ヨルダン国が占領していました。19世紀終りごろから土
地を購入して移民してきたユダヤ人は、計り知れない苦労の中、建国
後に多くの移民を受け入れることができたのです。

1967年に起こった第三次中東戦争（六日戦争）では、イスラエルの
山々、「ヘブロン、エルサレム、そしてサマリヤの山々」を手に入れるこ
とができ、この預言がこの時成就しました。

前号では、マタイの福音書24章1節から2節で、イエス様が語られた
第二神殿破壊の預言について学びました。弟子たちはこの預言のみこ
とばを聞いた時、イエス様に次の三つの質問をしています（マタ24:3）。

① いつ神殿が破壊され、（神殿の）石が崩されずに積まれたまま残ら
ないような出来事が起こるのか。

② イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③ 世の終わりにはどんな前兆があるのか。

第二神殿の破壊は西暦70年に起こっており、①の質問に関する預言
は成就しています。

イエス様による未来の預言

マタイの福音書24章3節の、弟子たちがイエス様に尋ねた三つの質
問の二つ目と三つ目は、「②イエス様の来られる時の前兆はあるのか」
「③世の終わりにはどんな前兆があるのか」という質問です。
イエス様は「『人に惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を
名のる者が大ぜい現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わ
すでしょう。また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気を
つけて、あわてないようにしなさい。これらは必ず起こることです。しか
し、終わりが来たのではありません』」（マタ24:4-6）と預言されました。

ユダヤ民族で、キリストとして現れたのはイエス様が初めてであり、
それは聖書の預言の実現として神の子として、しるしと奇跡が現わされ
ました。その後、2世紀にシモン・バル・コクバという人物が現れており、
パリサイ人のラビ・アキバが彼をメシアだと宣言しました。多くのユダヤ
人がそれを信じ、シモン・バル・コクバに従いました。しかし、イエス・
キリストをメシアと信じていた人々は従わなかったため、この時から多く
のユダヤ人と、イエス様をメシアと信じるユダヤ人が完全に離別しました。

1世紀のローマとの戦いでは、イエス様を信じていた人々は山へ逃げ
ました。2世紀のローマとの戦いでは、シモン・バル・コクバをメシアと
する者とは共に戦わないということで、イエス様を信じていた人々は彼ら
と
たもと

袂を分かちました。シモン・バル・コクバに従ってパレスチナの地で
生き残っていたユダヤ人はローマに敗北し、そのほとんどが殺される結
果となりました。

また、17世紀にはサバタイ・ツヴィ、18世紀にはヤコブ・フランクとい
う偽キリストが現れました。20世紀には、ニューヨークに住んでいたラ
ビ・シュネルソンという人物を周囲の人間が担ぎ上げ、ユダヤ人のメシア

だと言って人 を々導きました。1994年の彼の死後もなおこのグループは
広がっており、彼の復活を待っている人 も々いるそうです。このグルー
プは、テルアビブにニューヨークの彼の家と同じものを建て、エルサレ
ムのユダヤ教の会堂も彼の家と同じように建てており、それらは現存し
ています。

イエス様は、このようなことが起こらないように、前もって警告されま
した。未来には「反キリスト（ヨハネの黙示録13章で獣と呼ばれている者）」が現
れ、イスラエルの民を含む全世界の多くの人々が惑わされると聖書は
預言しています。 

マタイの福音書24章7節から9節で、イエス様はこのように言われました。
「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地
震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの
初めなのです。そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、
殺します。また、わたしの名のために、あなたがたはすべての国の
人々に憎まれます」
イエス様は、次の世が来る前兆を妊婦の陣痛に例えておられます。

また、産みの苦しみに例えられる、世界規模の戦いが始まった後に再
臨が起こることを預言されました。「民族は民族に、国は国に敵対して
立ち上がり」ということを当時の弟子たちはどう理解し、また、イエス様
はなぜこのように語られたのでしょうか。

民族は民族に国は国に敵対するという意味

「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり」という表現は、ユダ
ヤ的には「世界大戦」を意味します。イエス様の時代でも現在でもイス
ラエルで使われている『ゾーハル・ハダーシ（Zohar Chadash）』という書物が
あります。この中に「戦争は世界中で広がり、国は国と、都市は都市
に敵対する。確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛がやって来る」
と記されています。

同じく、イエス様の時代に使われていたユダヤ教の『ベレシート・ラ
バー（Bereshit Rabbah）』という書物には、「もしも、国々が敵対するのを見
たのなら、注意して気にとめなさい。メシアの足音が聞こえるからです」
と記されています。イエス様の時代も、ユダヤ人はメシアの到来を待っ
ていました（ルカ3:15参照）。
ですから、「世界大戦が起こるとメシアの足音が聞こえる」ということ

は当時ほとんどの人が読んで学んでいたと思われます。つまり、イエス
様の先のおことばは、弟子たちにはすぐに理解できる言葉であったの
です。

この、産みの苦しみの始まりは、人類が初めて使った「世界大戦」と
いう言葉を表していると考えられます。先の『ゾーハル・ハダーシ』の預
言のように、イエス様は、戦争が世界大に広がっていくようなことが起
これば、「人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、殺します」（マタ
24:9）と弟子たちに知らせたのです。

世界大戦の始まり

人類が初めて「世界大戦」という言葉を使ったのは1914年の「第一次
世界大戦」の時です。1917年まで続いたこの大戦で推計約1千万人の
兵士が失われ、その他の戦死者は推計1千万人超、負傷者は2千万
人超にも上りました。
悲惨な結末となった終戦の後も各地で戦争は続き、そのような中で

さらに世界恐慌が起こりました。世界平和を求めて平和条約を交わす
国々が増えましたが、反面、クーデターが各地で勃発し、共産党やナ
チズムが台頭して世界は第二次世界大戦へ突入しました。

世界恐慌下では、人々は強い政治家を求めました。1933年ごろに
はほとんど相手にされていなかったナチズムが、ヒトラーのカリスマ的な
演説に魅了され、人々は「この人ならこの不況から我々を救ってくれる
だろう」と考え、ナチズムがのし上がってきたのです。
ベルリンのペルガモン博物館にある、サタンの座と呼ばれている1世
紀のゼウス大祭壇の所で、ヒトラーは当選した年に、「ユダヤ民族絶
滅」を誓ったと言われています。こうして、『ゾーハル・ハダーシ』に「戦
争は世界中で広がり、……確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛
がやって来る」と記されたことが成就して人類史上最大の反ユダヤ主義
が起こり、ホロコーストへとつながっていったのです。

世界大戦とユダヤ民族の関係

第一次世界大戦とイスラエルの民はどのように関係しているのでしょ
うか。まず、18世紀のパレスチナはマラリアの発生する不毛の地となっ
ていました。しかし課税は義務付けられていたため、19世紀に多くの
地主が土地を売却しました。そこで、金融業で成功していたユダヤ人
がパレスチナの土地を購入し、若者たちを送って開拓を始めました。

また一方で、第一次世界大戦が始まる1914年ごろは、爆薬製造の
ため大量のアセトンが必要とされていました。そのアセトンの大量生産
を可能とする画期的な発明を、ユダヤ人でロシアからのイギリス移民ハ
イム・ヴァイツマン博士がもたらし、これによってイギリスは第一次世界
大戦で勝利を収めました。こうして何百年もの間、イスラム教徒の統治
下にあったパレスチナはキリスト教国のものとなりました。
 
終戦の1917年、イギリスはヴァイツマン博士に「あなたに何を差し上

げればよいでしょう」と感謝の意を表したところ、博士は「中東にユダヤ
人の国家を建設してください」と答えました。そしてその年にイギリスは
バルフォア宣言を行い、パレスチナにユダヤ民族の国家建設を公式に
保証しました。この時イギリスが約束した土地は、現在のイスラエルと
隣のヨルダンの国土を合わせた領域でした。

ところが、イスラム過激派登場への懸念と石油確保の必要からイギリ
スはアラブ側に寝返り、バルフォア宣言の約束を実行しませんでした。
ユダヤ人の国家建設は公然と無視されたのです。そうした中で、史上
最大の反ユダヤ主義が起こり、ホロコーストで数百万人ものユダヤ人が

虐殺されました。神様は、ユダヤ民族を約束の地に戻し、間もなく起
こるホロコーストから守ろうとされたのに、その唯一の方法がこのように
妨げられてしまったのです。イエス様の「人々は、あなたがたを苦しい
めに会わせ、殺します」（24:9）という預言はここで成就しました。

マイケル・ベーレンバウム著『ホロコースト全史』によれば、「また、わ
たしの名のために、あなたがたはすべての国の人々に憎まれます」（24:9）

という預言は、「キリスト殺し」と呼ばれたユダヤ民族のみにとどまらず、
ヒトラーに抵抗したカトリック、プロテスタントを含むクリスチャンたちも
相当数、犠牲となったのです。
しかしその大惨事の後、20世紀始まって以来の奇跡と言われる「イ
スラエル建国」が実現しました。それにより、多くのイスラム過激派が
現れ、ユダヤ民族とクリスチャンを目の敵にしています。産みの苦しみ
の中で、真の神様に仕える者たちに襲い掛かろうとしているのです。

ききんと地震が起こる

イエス様は「方々にききんと地震が起こります」（24:7）と、産みの苦しみの
始まりについて語られました。その通り、20世紀初頭から異常な

ききん

飢饉
と地震などの自然災害が増加の一途をたどっています。

1958年から1961年まで、中国の毛沢東は、農業や工業の大増産
によって数年間でアメリカやイギリスを追い越すための大躍進政策を立
てました。しかしそれは推計2千万人から5千万人もの餓死者を出す悲
惨な結果に終わり、彼は国家主席の座を追われました。
また、ソ連のスターリン率いる共産党は急速な工業重点化政策を推
進し、その原資を得るために農産物の過剰な輸出を行いました。その
結果、農村は慢性的な食料不足に陥り、1932年から1933年にかけて、
ウクライナだけで推計250万から1450万人とも言われる餓死者を出しま
した。スターリンはさらに農民を含む約2千万人もの国民を殺したこと
で、農業従事者が不足し、飢饉が拡大しました。

世界人口は年々、急増しています。1804年頃10億人だったのが
2022年には約80億人です。世界では今、1日4万人が餓死していると
言われています。また、昔は200年から400年に一度程度起こっていた
ような大地震は、今では世界中で頻繁に起こっています。マグニチュー
ド７以上の地震は、1980年代では3回、90年代に13回、2000年代に
18回、2010年から2013年には42回、2014年から2021年には131回と
産みの苦しみが迫ってきていることが分かります。

終末の産みの苦しみは、1914年から始まったと見てよいでしょう。
第一次世界大戦の終戦から今年で110年です。イエス様の先の預言
は、20世紀に成就し始めたと考えられます。

終末に福音は全世界に伝えられる

マタイの福音書24章は、終末の前兆について語られています。14節
ではイエス様が、「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべて
の国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」と、今の世界が
終わる前に起こる重要な事柄を預言されました。
福音宣教は、1世紀の大宣教命令（マタ28:19～20）から全世界へと広

がりました。1世紀の中東で最初のリバイバルが起こりましたが、今、
21世紀にも再びリバイバルが起こっています。年間何百万人ものイス
ラム教徒が、イエス・キリストを救い主と受け入れていると言われてい
ます。

ユダヤ民族は1700年間「キリスト殺し」と呼ばれ、迫害されてきました。
それゆえに、ユダヤ人でイエス・キリストを救い主と受け入れる者は、も
はやユダヤ人でなく裏切り者と見なされます。ところが不思議なことが
起こり始めました。1967年の第三次中東戦争（六日戦争）の時です。こ
の戦争は、エジプト、シリア、ヨルダンがイスラエルに侵攻し、それを
察知したイスラエルがアラブ諸国の空軍基地を攻撃、壊滅させたため、
敵軍は6日間で撤退しました。結果、イスラエルはシナイ半島、ゴラン
高原、そしてヨルダン西岸を手に入れ、1900年間、夢にまで見たエル
サレムを手に入れたのです。これは「イスラエルの神様が戦われた戦争
だ」と世界中が驚きました。

この時を境に、イエス・キリストを夢や幻で見るユダヤ人が多く起こ
されるようになりました。「わたしはあなたのメシアです。わたしに付い
てきなさい」と夢でイエス様と出会ったという人や、「異邦人の神様がな
ぜ自分の所に現れたのか分からない」という人とも出会ったことがありま
す。こうして1967年から、イエス様を「ユダヤ民族のメシア」であると信
じるユダヤ人が現れ始めました。1世紀始まって以来の出来事が20世
紀後半に起こり、ユダヤ人がユダヤ人に伝道する時代が来たのです。
終末の前兆が起こり始める時が近付いていると考えられます。

ヨハネの黙示録では、今の世界の最後の7年に起こることが語られて
います。「1260日」という期間が2回出てきます（11:3、12:6）が、太陰暦
（1年360日）では3年半です。また、「42カ月」という期間が2回出てきてお
り、これも3年半です（11:2、13:5）。　　
今の世界の最後に、最も過酷な7年間がやって来るという預言です。

その7年の始まりに、イスラエル12部族の中からそれぞれ1万2千人ずつ
が選ばれ、合計14万4千人の伝道師たちが最後の7年に大伝道を始
めるという預言が記されています（7章）。

ヨハネの黙示録7章9節から10節に書かれた預言を見てみましょう。
「その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、
だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を
手に持って、御座と小羊との前に立っていた。彼らは、大声で叫んで
言った。『救いは、御座にある私たちの神にあり、小羊にある』」
あらゆる国民、部族、民族、国語の人たちが無数に救われ、天国
で神様を賛美しています。14節に「彼らは、大きな患難から抜け出て
来た者たち」とあり、14万4千人の伝道師たちの大伝道の結果、多くの
人々が救われていることが分かります。

そして、黙示録11章では最後の7年の始まりに、特別な伝道師2人
がエルサレムに遣わされます。大声で伝道する2人をいかにして殺そう
かと人 は々たくらみますが、2人の伝道は1260日間、止まりません。

また、再び神様が人々を救うために素晴らしい伝道師を送ります。
天の御使いです。
黙示録14章6節から7節にこう書かれています。

「また私は、もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地
上に住む人々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣
べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。彼は大声で言った。

『神を恐れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来たからである。天
と地と海と水の源を創造した方を拝め』」
人間を愛してやまない神様は、あの手この手で一人でも多くの異邦
人を救うために伝道されます。こうして、「この御国の福音は全世界に
宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が
来ます」（マタ24:14）という預言が成就します。
 
これらを見ますと「神様は異邦人の救いに気を配られて、イスラエル
の救いについては語っておられないのか」と思ってしまいますが、ローマ
人への手紙11章25節から26節に、こう預言されています。
「その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦
人の完成のなる時までであり、こうして、イスラエルはみな救われる、
ということです。こう書かれているとおりです。『救う者がシオンか
ら出て、ヤコブから不敬虔を取り払う』」
イスラエルはみな救われるとあります。このような民族的救いは、イス

ラエル民族以外には約束されていません。イスラエル民族が民族的に
悔い改めた時、キリストの再臨があります（参照ホセア5:15～6:3）。

荒らす憎むべきもの

イエス様は、「福音は全世界に宣べ伝えられて、……それから、終
わりの日が来ます」（マタ24:14）と言われました。そこからいよいよ重要な
「世の終わりの前兆」について語られます。マタイの福音書24章15節で、
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべきもの』
が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）」とダニエ
ルの預言書が重要であることを示唆しています。
「荒らす憎むべきもの」とはダニエル書9章27節の、「彼は一週の間、
多くの者と堅い契約を結び、半週の間、いけにえとささげ物とをやめさ
せる。荒らす忌むべき者が翼に現れる。ついに、定められた絶滅が、
荒らす者の上にふりかかる」というみことばの中で語られています。

一週は「7」という数字を表しています。これは今の世界の最後の7年
のことです。ダニエル書9章では、ユダヤ民族と神殿の丘に対して「七
十週が定められている」（9:24）と預言された最後の一週を指しています。
69週までは、イエス・キリストの十字架によって成就しましたが、ユダ
ヤ民族はその後、神殿も国も失い1900年間世界離散しました。この
70週の時計は、ユダヤ民族と神殿の丘が両方存在しなければ動き始
めません。今はユダヤ民族がエルサレムに居て管理していますが、神
殿の丘に入って祈ることは許されていません。もし今後、第三神殿を
建てる、あるいは発掘の許可に関する契約が結ばれるようなことがあれ
ば、その時から最後の7年の時計が動き始めることでしょう。

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び」（9:27）との預言から、イ
スラエルの政治家たちが7年間の契約を結ぶようになると考えられます。
「堅い契約」とありますから、反イスラエルの過激派に簡単に破壊され
るようなことのない契約でしょう。しかし、この契約は7年間ですが「半
週の間、いけにえとささげ物とをやめさせる」（9:27）とありますから、
1260日後、つまり半ばの3年半の時点で一方的に契約が破られます。
神殿が完成し、いけにえとささげ物を始めて間もなく、これらは禁止さ
れ、神殿が奪い取られると考えられます。

テサロニケ人への手紙第二2章3節から4節でこう預言されています。
「だれにも、どのようにも、だまされないようにしなさい。なぜなら、
まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないからです。彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
主の日とはキリストの再臨のことです。「不法の人、滅びの子」と記さ

れている「荒らす憎むべきもの」（マタ24:15）、すなわち反キリストが現れな
ければキリストの再臨はないと言っています。荒らす憎むべきものは「神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し」、いけにえと捧げ物
をやめさせます。

ご再臨に備えて目を覚まし、誰にも、どのようにも、だまされないよう、
お互いに励まし合い、日本とイスラエル、世界中の人々の救いのため
に祈ってまいりましょう。
今、聖書の預言の中でも大変な時代に生きています。現在の中東
情勢は、いよいよエゼキエル戦争に近付き、産みの苦しみが増す時代
に突入したといえます。しかし、そのような時代であるからこそ、主のみ
ことばにしっかりとしがみ付き、牧師先生に従い、教会が一つとなって
油断せずに祈り続けていきましょう。
 
終末にあるこのような時代に生かされていることの使命を受け取り、
混乱の中に身を置かれていても、みことばを学び、誤った道ではなく神
様の御心に従う正しい道を歩めますように、主が再び来られる日を待ち
望み、主に祈ってまいりましょう。

ヨハネの黙示録１章３節、「この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。
時が近づいているからである」

ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示です。時が近付いている
今、黙示録を朗読し、主のご再臨を待ち望む者として油断せず、祈り、
今月も引き続き、主に従い共にみことばをのべ伝えてまいりましょう。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めな
さい」（Ⅱテモ 4:2）　　

在主
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この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。

時が近づいているからである
ヨハネの黙示録 1章3節

イスラエル建国

（新改訳第三版使用）

イエス様が語られた、「異邦人の時の終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24ｂ）との預言どおり、約1900年間、
エルサレムはユダヤ人ではない人々によって支配されていました。
西暦70年にはローマ帝国の支配下に置かれ、2世紀前半にローマ

皇帝ハドリアヌスによってエルサレムは「アエリア・カピトリーナ」と変名
されました。ユダヤ人とクリスチャンを忌み嫌った皇帝ハドリアヌスは、
聖書でイスラエル民族の最も大きな敵であったペリシテ人の名にちなん
で、ユダヤの地を「パレスチナ」と変名したのです。

こうしてユダヤ民族は祖国を失くして世界に離散し、キリストを殺し
た民族として各地で迫害され続けました。その後、ホロコーストで約
600万人が殺されたことで世界中がユダヤ人に同情を寄せ、「国連パレ
スチナ分割案」というユダヤ人の国をつくる計画が立てられました。こう
して現在のイスラエル国が設立されたのです。

「パレスチナ」の土地について

「パレスチナ」という土地についてです。この「パレスチナ問題」と言わ
れていることは、世界中で多くの人々が誤解しているのだと思われます。
パレスチナ人が幸せに暮らしていた土地にユダヤ人が武器を持って
やって来て、「ここはもともと我々の土地だったのだから出ていけ！」と
言ってパレスチナ人を追い出したのだというストーリーが世界中に

まんえん

蔓延
しています。神学者やジャーナリストですらそのような話を語ります。

ところが事実はそのようなストーリーではありません。オスマントルコ
帝国が治めた約400年の間に、もともと肥沃な土地であったパレスチナ
の地は、不毛の地となっていたのです。汽車を走らせるために1千万本

以上の木を切り倒し、ただの一本も植樹しなかったために、山ははげ山
となりました。高台は土砂崩れが起きて岩場となり、不毛の地となった
ので、人が住めなくなってしまいました。
雨で流れていった土は、排水の悪い低地で沼となり、マラリアが多
発して人々が次 と々死んでいきました。そんな土地でも税金は払わされ
ることから、多くのパレスチナ人地主たちが、18世紀終わりから19世紀
にかけて、パレスチナの土地を売りに出したのです。こんな使い物にな
らない土地を欲しがる人はいませんでした。

ユダヤ人の労力によって土地が回復

しかし、ユダヤ民族にとっては、たとえ住めないような土地でも世界
で唯一の彼らの「約束の地」です。東西ヨーロッパで反ユダヤ主義が
台頭していた中、売りに出されたパレスチナの地を購入し、土のない
場所で小さな鉢に土を入れ、苗木を植え、点滴

かんがい

灌漑システムで少しず
つ水を与え、木を育てていったのです。約2㎝の土をつくるのに10年
かかります。
低地にある沼は、昼夜なく排水させ畑をつくりました。新天地を求

めてやって来たユダヤ人移民の約半数が死んでしまった地域もありまし
た。こうして、ユダヤ人の並々ならぬ労苦によって土地が回復し、パレ
スチナの地は徐々に人が住めるような土地になっていきました。

エゼキエル書38章8節に、「久しく廃墟であったイスラエルの山々に
住んでいる」と預言されているイスラエルの山々は、1948年の建国時に
は手に入らず、ヨルダン国が占領していました。19世紀終りごろから土
地を購入して移民してきたユダヤ人は、計り知れない苦労の中、建国
後に多くの移民を受け入れることができたのです。

1967年に起こった第三次中東戦争（六日戦争）では、イスラエルの
山々、「ヘブロン、エルサレム、そしてサマリヤの山々」を手に入れるこ
とができ、この預言がこの時成就しました。

前号では、マタイの福音書24章1節から2節で、イエス様が語られた
第二神殿破壊の預言について学びました。弟子たちはこの預言のみこ
とばを聞いた時、イエス様に次の三つの質問をしています（マタ24:3）。

① いつ神殿が破壊され、（神殿の）石が崩されずに積まれたまま残ら
ないような出来事が起こるのか。

② イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③ 世の終わりにはどんな前兆があるのか。

第二神殿の破壊は西暦70年に起こっており、①の質問に関する預言
は成就しています。

イエス様による未来の預言

マタイの福音書24章3節の、弟子たちがイエス様に尋ねた三つの質
問の二つ目と三つ目は、「②イエス様の来られる時の前兆はあるのか」
「③世の終わりにはどんな前兆があるのか」という質問です。
イエス様は「『人に惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を
名のる者が大ぜい現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わ
すでしょう。また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気を
つけて、あわてないようにしなさい。これらは必ず起こることです。しか
し、終わりが来たのではありません』」（マタ24:4-6）と預言されました。

ユダヤ民族で、キリストとして現れたのはイエス様が初めてであり、
それは聖書の預言の実現として神の子として、しるしと奇跡が現わされ
ました。その後、2世紀にシモン・バル・コクバという人物が現れており、
パリサイ人のラビ・アキバが彼をメシアだと宣言しました。多くのユダヤ
人がそれを信じ、シモン・バル・コクバに従いました。しかし、イエス・
キリストをメシアと信じていた人々は従わなかったため、この時から多く
のユダヤ人と、イエス様をメシアと信じるユダヤ人が完全に離別しました。

1世紀のローマとの戦いでは、イエス様を信じていた人々は山へ逃げ
ました。2世紀のローマとの戦いでは、シモン・バル・コクバをメシアと
する者とは共に戦わないということで、イエス様を信じていた人々は彼ら
と
たもと

袂を分かちました。シモン・バル・コクバに従ってパレスチナの地で
生き残っていたユダヤ人はローマに敗北し、そのほとんどが殺される結
果となりました。

また、17世紀にはサバタイ・ツヴィ、18世紀にはヤコブ・フランクとい
う偽キリストが現れました。20世紀には、ニューヨークに住んでいたラ
ビ・シュネルソンという人物を周囲の人間が担ぎ上げ、ユダヤ人のメシア

だと言って人 を々導きました。1994年の彼の死後もなおこのグループは
広がっており、彼の復活を待っている人 も々いるそうです。このグルー
プは、テルアビブにニューヨークの彼の家と同じものを建て、エルサレ
ムのユダヤ教の会堂も彼の家と同じように建てており、それらは現存し
ています。

イエス様は、このようなことが起こらないように、前もって警告されま
した。未来には「反キリスト（ヨハネの黙示録13章で獣と呼ばれている者）」が現
れ、イスラエルの民を含む全世界の多くの人々が惑わされると聖書は
預言しています。 

マタイの福音書24章7節から9節で、イエス様はこのように言われました。
「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地
震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの
初めなのです。そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、
殺します。また、わたしの名のために、あなたがたはすべての国の
人々に憎まれます」
イエス様は、次の世が来る前兆を妊婦の陣痛に例えておられます。

また、産みの苦しみに例えられる、世界規模の戦いが始まった後に再
臨が起こることを預言されました。「民族は民族に、国は国に敵対して
立ち上がり」ということを当時の弟子たちはどう理解し、また、イエス様
はなぜこのように語られたのでしょうか。

民族は民族に国は国に敵対するという意味

「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり」という表現は、ユダ
ヤ的には「世界大戦」を意味します。イエス様の時代でも現在でもイス
ラエルで使われている『ゾーハル・ハダーシ（Zohar Chadash）』という書物が
あります。この中に「戦争は世界中で広がり、国は国と、都市は都市
に敵対する。確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛がやって来る」
と記されています。

同じく、イエス様の時代に使われていたユダヤ教の『ベレシート・ラ
バー（Bereshit Rabbah）』という書物には、「もしも、国々が敵対するのを見
たのなら、注意して気にとめなさい。メシアの足音が聞こえるからです」
と記されています。イエス様の時代も、ユダヤ人はメシアの到来を待っ
ていました（ルカ3:15参照）。
ですから、「世界大戦が起こるとメシアの足音が聞こえる」ということ

は当時ほとんどの人が読んで学んでいたと思われます。つまり、イエス
様の先のおことばは、弟子たちにはすぐに理解できる言葉であったの
です。

この、産みの苦しみの始まりは、人類が初めて使った「世界大戦」と
いう言葉を表していると考えられます。先の『ゾーハル・ハダーシ』の預
言のように、イエス様は、戦争が世界大に広がっていくようなことが起
これば、「人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、殺します」（マタ
24:9）と弟子たちに知らせたのです。

世界大戦の始まり

人類が初めて「世界大戦」という言葉を使ったのは1914年の「第一次
世界大戦」の時です。1917年まで続いたこの大戦で推計約1千万人の
兵士が失われ、その他の戦死者は推計1千万人超、負傷者は2千万
人超にも上りました。
悲惨な結末となった終戦の後も各地で戦争は続き、そのような中で

さらに世界恐慌が起こりました。世界平和を求めて平和条約を交わす
国々が増えましたが、反面、クーデターが各地で勃発し、共産党やナ
チズムが台頭して世界は第二次世界大戦へ突入しました。

世界恐慌下では、人々は強い政治家を求めました。1933年ごろに
はほとんど相手にされていなかったナチズムが、ヒトラーのカリスマ的な
演説に魅了され、人々は「この人ならこの不況から我々を救ってくれる
だろう」と考え、ナチズムがのし上がってきたのです。
ベルリンのペルガモン博物館にある、サタンの座と呼ばれている1世
紀のゼウス大祭壇の所で、ヒトラーは当選した年に、「ユダヤ民族絶
滅」を誓ったと言われています。こうして、『ゾーハル・ハダーシ』に「戦
争は世界中で広がり、……確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛
がやって来る」と記されたことが成就して人類史上最大の反ユダヤ主義
が起こり、ホロコーストへとつながっていったのです。

世界大戦とユダヤ民族の関係

第一次世界大戦とイスラエルの民はどのように関係しているのでしょ
うか。まず、18世紀のパレスチナはマラリアの発生する不毛の地となっ
ていました。しかし課税は義務付けられていたため、19世紀に多くの
地主が土地を売却しました。そこで、金融業で成功していたユダヤ人
がパレスチナの土地を購入し、若者たちを送って開拓を始めました。

また一方で、第一次世界大戦が始まる1914年ごろは、爆薬製造の
ため大量のアセトンが必要とされていました。そのアセトンの大量生産
を可能とする画期的な発明を、ユダヤ人でロシアからのイギリス移民ハ
イム・ヴァイツマン博士がもたらし、これによってイギリスは第一次世界
大戦で勝利を収めました。こうして何百年もの間、イスラム教徒の統治
下にあったパレスチナはキリスト教国のものとなりました。
 
終戦の1917年、イギリスはヴァイツマン博士に「あなたに何を差し上

げればよいでしょう」と感謝の意を表したところ、博士は「中東にユダヤ
人の国家を建設してください」と答えました。そしてその年にイギリスは
バルフォア宣言を行い、パレスチナにユダヤ民族の国家建設を公式に
保証しました。この時イギリスが約束した土地は、現在のイスラエルと
隣のヨルダンの国土を合わせた領域でした。

ところが、イスラム過激派登場への懸念と石油確保の必要からイギリ
スはアラブ側に寝返り、バルフォア宣言の約束を実行しませんでした。
ユダヤ人の国家建設は公然と無視されたのです。そうした中で、史上
最大の反ユダヤ主義が起こり、ホロコーストで数百万人ものユダヤ人が

虐殺されました。神様は、ユダヤ民族を約束の地に戻し、間もなく起
こるホロコーストから守ろうとされたのに、その唯一の方法がこのように
妨げられてしまったのです。イエス様の「人々は、あなたがたを苦しい
めに会わせ、殺します」（24:9）という預言はここで成就しました。

マイケル・ベーレンバウム著『ホロコースト全史』によれば、「また、わ
たしの名のために、あなたがたはすべての国の人々に憎まれます」（24:9）

という預言は、「キリスト殺し」と呼ばれたユダヤ民族のみにとどまらず、
ヒトラーに抵抗したカトリック、プロテスタントを含むクリスチャンたちも
相当数、犠牲となったのです。
しかしその大惨事の後、20世紀始まって以来の奇跡と言われる「イ
スラエル建国」が実現しました。それにより、多くのイスラム過激派が
現れ、ユダヤ民族とクリスチャンを目の敵にしています。産みの苦しみ
の中で、真の神様に仕える者たちに襲い掛かろうとしているのです。

ききんと地震が起こる

イエス様は「方々にききんと地震が起こります」（24:7）と、産みの苦しみの
始まりについて語られました。その通り、20世紀初頭から異常な

ききん

飢饉
と地震などの自然災害が増加の一途をたどっています。

1958年から1961年まで、中国の毛沢東は、農業や工業の大増産
によって数年間でアメリカやイギリスを追い越すための大躍進政策を立
てました。しかしそれは推計2千万人から5千万人もの餓死者を出す悲
惨な結果に終わり、彼は国家主席の座を追われました。
また、ソ連のスターリン率いる共産党は急速な工業重点化政策を推
進し、その原資を得るために農産物の過剰な輸出を行いました。その
結果、農村は慢性的な食料不足に陥り、1932年から1933年にかけて、
ウクライナだけで推計250万から1450万人とも言われる餓死者を出しま
した。スターリンはさらに農民を含む約2千万人もの国民を殺したこと
で、農業従事者が不足し、飢饉が拡大しました。

世界人口は年々、急増しています。1804年頃10億人だったのが
2022年には約80億人です。世界では今、1日4万人が餓死していると
言われています。また、昔は200年から400年に一度程度起こっていた
ような大地震は、今では世界中で頻繁に起こっています。マグニチュー
ド７以上の地震は、1980年代では3回、90年代に13回、2000年代に
18回、2010年から2013年には42回、2014年から2021年には131回と
産みの苦しみが迫ってきていることが分かります。

終末の産みの苦しみは、1914年から始まったと見てよいでしょう。
第一次世界大戦の終戦から今年で110年です。イエス様の先の預言
は、20世紀に成就し始めたと考えられます。

終末に福音は全世界に伝えられる

マタイの福音書24章は、終末の前兆について語られています。14節
ではイエス様が、「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべて
の国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」と、今の世界が
終わる前に起こる重要な事柄を預言されました。
福音宣教は、1世紀の大宣教命令（マタ28:19～20）から全世界へと広

がりました。1世紀の中東で最初のリバイバルが起こりましたが、今、
21世紀にも再びリバイバルが起こっています。年間何百万人ものイス
ラム教徒が、イエス・キリストを救い主と受け入れていると言われてい
ます。

ユダヤ民族は1700年間「キリスト殺し」と呼ばれ、迫害されてきました。
それゆえに、ユダヤ人でイエス・キリストを救い主と受け入れる者は、も
はやユダヤ人でなく裏切り者と見なされます。ところが不思議なことが
起こり始めました。1967年の第三次中東戦争（六日戦争）の時です。こ
の戦争は、エジプト、シリア、ヨルダンがイスラエルに侵攻し、それを
察知したイスラエルがアラブ諸国の空軍基地を攻撃、壊滅させたため、
敵軍は6日間で撤退しました。結果、イスラエルはシナイ半島、ゴラン
高原、そしてヨルダン西岸を手に入れ、1900年間、夢にまで見たエル
サレムを手に入れたのです。これは「イスラエルの神様が戦われた戦争
だ」と世界中が驚きました。

この時を境に、イエス・キリストを夢や幻で見るユダヤ人が多く起こ
されるようになりました。「わたしはあなたのメシアです。わたしに付い
てきなさい」と夢でイエス様と出会ったという人や、「異邦人の神様がな
ぜ自分の所に現れたのか分からない」という人とも出会ったことがありま
す。こうして1967年から、イエス様を「ユダヤ民族のメシア」であると信
じるユダヤ人が現れ始めました。1世紀始まって以来の出来事が20世
紀後半に起こり、ユダヤ人がユダヤ人に伝道する時代が来たのです。
終末の前兆が起こり始める時が近付いていると考えられます。

ヨハネの黙示録では、今の世界の最後の7年に起こることが語られて
います。「1260日」という期間が2回出てきます（11:3、12:6）が、太陰暦
（1年360日）では3年半です。また、「42カ月」という期間が2回出てきてお
り、これも3年半です（11:2、13:5）。　　
今の世界の最後に、最も過酷な7年間がやって来るという預言です。

その7年の始まりに、イスラエル12部族の中からそれぞれ1万2千人ずつ
が選ばれ、合計14万4千人の伝道師たちが最後の7年に大伝道を始
めるという預言が記されています（7章）。

ヨハネの黙示録7章9節から10節に書かれた預言を見てみましょう。
「その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、
だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を
手に持って、御座と小羊との前に立っていた。彼らは、大声で叫んで
言った。『救いは、御座にある私たちの神にあり、小羊にある』」
あらゆる国民、部族、民族、国語の人たちが無数に救われ、天国
で神様を賛美しています。14節に「彼らは、大きな患難から抜け出て
来た者たち」とあり、14万4千人の伝道師たちの大伝道の結果、多くの
人々が救われていることが分かります。

そして、黙示録11章では最後の7年の始まりに、特別な伝道師2人
がエルサレムに遣わされます。大声で伝道する2人をいかにして殺そう
かと人 は々たくらみますが、2人の伝道は1260日間、止まりません。

また、再び神様が人々を救うために素晴らしい伝道師を送ります。
天の御使いです。
黙示録14章6節から7節にこう書かれています。

「また私は、もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地
上に住む人々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣
べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。彼は大声で言った。

『神を恐れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来たからである。天
と地と海と水の源を創造した方を拝め』」
人間を愛してやまない神様は、あの手この手で一人でも多くの異邦
人を救うために伝道されます。こうして、「この御国の福音は全世界に
宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が
来ます」（マタ24:14）という預言が成就します。
 
これらを見ますと「神様は異邦人の救いに気を配られて、イスラエル
の救いについては語っておられないのか」と思ってしまいますが、ローマ
人への手紙11章25節から26節に、こう預言されています。
「その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦
人の完成のなる時までであり、こうして、イスラエルはみな救われる、
ということです。こう書かれているとおりです。『救う者がシオンか
ら出て、ヤコブから不敬虔を取り払う』」
イスラエルはみな救われるとあります。このような民族的救いは、イス

ラエル民族以外には約束されていません。イスラエル民族が民族的に
悔い改めた時、キリストの再臨があります（参照ホセア5:15～6:3）。

荒らす憎むべきもの

イエス様は、「福音は全世界に宣べ伝えられて、……それから、終
わりの日が来ます」（マタ24:14）と言われました。そこからいよいよ重要な
「世の終わりの前兆」について語られます。マタイの福音書24章15節で、
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべきもの』
が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）」とダニエ
ルの預言書が重要であることを示唆しています。
「荒らす憎むべきもの」とはダニエル書9章27節の、「彼は一週の間、
多くの者と堅い契約を結び、半週の間、いけにえとささげ物とをやめさ
せる。荒らす忌むべき者が翼に現れる。ついに、定められた絶滅が、
荒らす者の上にふりかかる」というみことばの中で語られています。

一週は「7」という数字を表しています。これは今の世界の最後の7年
のことです。ダニエル書9章では、ユダヤ民族と神殿の丘に対して「七
十週が定められている」（9:24）と預言された最後の一週を指しています。
69週までは、イエス・キリストの十字架によって成就しましたが、ユダ
ヤ民族はその後、神殿も国も失い1900年間世界離散しました。この
70週の時計は、ユダヤ民族と神殿の丘が両方存在しなければ動き始
めません。今はユダヤ民族がエルサレムに居て管理していますが、神
殿の丘に入って祈ることは許されていません。もし今後、第三神殿を
建てる、あるいは発掘の許可に関する契約が結ばれるようなことがあれ
ば、その時から最後の7年の時計が動き始めることでしょう。

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び」（9:27）との預言から、イ
スラエルの政治家たちが7年間の契約を結ぶようになると考えられます。
「堅い契約」とありますから、反イスラエルの過激派に簡単に破壊され
るようなことのない契約でしょう。しかし、この契約は7年間ですが「半
週の間、いけにえとささげ物とをやめさせる」（9:27）とありますから、
1260日後、つまり半ばの3年半の時点で一方的に契約が破られます。
神殿が完成し、いけにえとささげ物を始めて間もなく、これらは禁止さ
れ、神殿が奪い取られると考えられます。

テサロニケ人への手紙第二2章3節から4節でこう預言されています。
「だれにも、どのようにも、だまされないようにしなさい。なぜなら、
まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないからです。彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
主の日とはキリストの再臨のことです。「不法の人、滅びの子」と記さ

れている「荒らす憎むべきもの」（マタ24:15）、すなわち反キリストが現れな
ければキリストの再臨はないと言っています。荒らす憎むべきものは「神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し」、いけにえと捧げ物
をやめさせます。

再臨

昇天

ゴグとマゴグと多くの同盟国がイスラエルを攻撃

最後の戦い

イスラエル1900年間世界離散

大患難時代初期
・荒らす憎むべきものとイスラエルの堅い契約（第三神殿）

・イスラエル12部族の1万2千人ずつによる大伝道
・特別な伝道師2人によるエルサレムでの伝道
・天の御使いによる全世界伝道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

・荒らす憎むべきものによる契約破棄と独裁
　→いけにえと捧げ物の禁止／偶像礼拝の強要
・イスラエル民族の逃亡（ボツラへ）

大患難時代後期
・イスラエルの民族的救い
　　　　　　　

教
会
時
代

三
年
半

三
年
半

大
患
難
時
代（
ダ
ニ
エ
ル
七
十
週
最
後
の
一
週
）

ご再臨に備えて目を覚まし、誰にも、どのようにも、だまされないよう、
お互いに励まし合い、日本とイスラエル、世界中の人々の救いのため
に祈ってまいりましょう。
今、聖書の預言の中でも大変な時代に生きています。現在の中東
情勢は、いよいよエゼキエル戦争に近付き、産みの苦しみが増す時代
に突入したといえます。しかし、そのような時代であるからこそ、主のみ
ことばにしっかりとしがみ付き、牧師先生に従い、教会が一つとなって
油断せずに祈り続けていきましょう。
 
終末にあるこのような時代に生かされていることの使命を受け取り、
混乱の中に身を置かれていても、みことばを学び、誤った道ではなく神
様の御心に従う正しい道を歩めますように、主が再び来られる日を待ち
望み、主に祈ってまいりましょう。

ヨハネの黙示録１章３節、「この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。
時が近づいているからである」

ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示です。時が近付いている
今、黙示録を朗読し、主のご再臨を待ち望む者として油断せず、祈り、
今月も引き続き、主に従い共にみことばをのべ伝えてまいりましょう。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めな
さい」（Ⅱテモ 4:2）　　

在主
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この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。

時が近づいているからである
ヨハネの黙示録 1章3節

イスラエル建国

（新改訳第三版使用）

イエス様が語られた、「異邦人の時の終わるまで、エルサレムは異
邦人に踏み荒らされます」（ルカ21:24ｂ）との預言どおり、約1900年間、
エルサレムはユダヤ人ではない人々によって支配されていました。
西暦70年にはローマ帝国の支配下に置かれ、2世紀前半にローマ

皇帝ハドリアヌスによってエルサレムは「アエリア・カピトリーナ」と変名
されました。ユダヤ人とクリスチャンを忌み嫌った皇帝ハドリアヌスは、
聖書でイスラエル民族の最も大きな敵であったペリシテ人の名にちなん
で、ユダヤの地を「パレスチナ」と変名したのです。

こうしてユダヤ民族は祖国を失くして世界に離散し、キリストを殺し
た民族として各地で迫害され続けました。その後、ホロコーストで約
600万人が殺されたことで世界中がユダヤ人に同情を寄せ、「国連パレ
スチナ分割案」というユダヤ人の国をつくる計画が立てられました。こう
して現在のイスラエル国が設立されたのです。

「パレスチナ」の土地について

「パレスチナ」という土地についてです。この「パレスチナ問題」と言わ
れていることは、世界中で多くの人々が誤解しているのだと思われます。
パレスチナ人が幸せに暮らしていた土地にユダヤ人が武器を持って
やって来て、「ここはもともと我々の土地だったのだから出ていけ！」と
言ってパレスチナ人を追い出したのだというストーリーが世界中に

まんえん

蔓延
しています。神学者やジャーナリストですらそのような話を語ります。

ところが事実はそのようなストーリーではありません。オスマントルコ
帝国が治めた約400年の間に、もともと肥沃な土地であったパレスチナ
の地は、不毛の地となっていたのです。汽車を走らせるために1千万本

以上の木を切り倒し、ただの一本も植樹しなかったために、山ははげ山
となりました。高台は土砂崩れが起きて岩場となり、不毛の地となった
ので、人が住めなくなってしまいました。
雨で流れていった土は、排水の悪い低地で沼となり、マラリアが多
発して人々が次 と々死んでいきました。そんな土地でも税金は払わされ
ることから、多くのパレスチナ人地主たちが、18世紀終わりから19世紀
にかけて、パレスチナの土地を売りに出したのです。こんな使い物にな
らない土地を欲しがる人はいませんでした。

ユダヤ人の労力によって土地が回復

しかし、ユダヤ民族にとっては、たとえ住めないような土地でも世界
で唯一の彼らの「約束の地」です。東西ヨーロッパで反ユダヤ主義が
台頭していた中、売りに出されたパレスチナの地を購入し、土のない
場所で小さな鉢に土を入れ、苗木を植え、点滴

かんがい

灌漑システムで少しず
つ水を与え、木を育てていったのです。約2㎝の土をつくるのに10年
かかります。
低地にある沼は、昼夜なく排水させ畑をつくりました。新天地を求

めてやって来たユダヤ人移民の約半数が死んでしまった地域もありまし
た。こうして、ユダヤ人の並々ならぬ労苦によって土地が回復し、パレ
スチナの地は徐々に人が住めるような土地になっていきました。

エゼキエル書38章8節に、「久しく廃墟であったイスラエルの山々に
住んでいる」と預言されているイスラエルの山々は、1948年の建国時に
は手に入らず、ヨルダン国が占領していました。19世紀終りごろから土
地を購入して移民してきたユダヤ人は、計り知れない苦労の中、建国
後に多くの移民を受け入れることができたのです。

1967年に起こった第三次中東戦争（六日戦争）では、イスラエルの
山々、「ヘブロン、エルサレム、そしてサマリヤの山々」を手に入れるこ
とができ、この預言がこの時成就しました。

前号では、マタイの福音書24章1節から2節で、イエス様が語られた
第二神殿破壊の預言について学びました。弟子たちはこの預言のみこ
とばを聞いた時、イエス様に次の三つの質問をしています（マタ24:3）。

① いつ神殿が破壊され、（神殿の）石が崩されずに積まれたまま残ら
ないような出来事が起こるのか。

② イエス様の来られる時の前兆はあるのか。
③ 世の終わりにはどんな前兆があるのか。

第二神殿の破壊は西暦70年に起こっており、①の質問に関する預言
は成就しています。

イエス様による未来の預言

マタイの福音書24章3節の、弟子たちがイエス様に尋ねた三つの質
問の二つ目と三つ目は、「②イエス様の来られる時の前兆はあるのか」
「③世の終わりにはどんな前兆があるのか」という質問です。
イエス様は「『人に惑わされないように気をつけなさい。わたしの名を
名のる者が大ぜい現れ、「私こそキリストだ」と言って、多くの人を惑わ
すでしょう。また、戦争のことや、戦争のうわさを聞くでしょうが、気を
つけて、あわてないようにしなさい。これらは必ず起こることです。しか
し、終わりが来たのではありません』」（マタ24:4-6）と預言されました。

ユダヤ民族で、キリストとして現れたのはイエス様が初めてであり、
それは聖書の預言の実現として神の子として、しるしと奇跡が現わされ
ました。その後、2世紀にシモン・バル・コクバという人物が現れており、
パリサイ人のラビ・アキバが彼をメシアだと宣言しました。多くのユダヤ
人がそれを信じ、シモン・バル・コクバに従いました。しかし、イエス・
キリストをメシアと信じていた人々は従わなかったため、この時から多く
のユダヤ人と、イエス様をメシアと信じるユダヤ人が完全に離別しました。

1世紀のローマとの戦いでは、イエス様を信じていた人々は山へ逃げ
ました。2世紀のローマとの戦いでは、シモン・バル・コクバをメシアと
する者とは共に戦わないということで、イエス様を信じていた人々は彼ら
と
たもと

袂を分かちました。シモン・バル・コクバに従ってパレスチナの地で
生き残っていたユダヤ人はローマに敗北し、そのほとんどが殺される結
果となりました。

また、17世紀にはサバタイ・ツヴィ、18世紀にはヤコブ・フランクとい
う偽キリストが現れました。20世紀には、ニューヨークに住んでいたラ
ビ・シュネルソンという人物を周囲の人間が担ぎ上げ、ユダヤ人のメシア

だと言って人 を々導きました。1994年の彼の死後もなおこのグループは
広がっており、彼の復活を待っている人 も々いるそうです。このグルー
プは、テルアビブにニューヨークの彼の家と同じものを建て、エルサレ
ムのユダヤ教の会堂も彼の家と同じように建てており、それらは現存し
ています。

イエス様は、このようなことが起こらないように、前もって警告されま
した。未来には「反キリスト（ヨハネの黙示録13章で獣と呼ばれている者）」が現
れ、イスラエルの民を含む全世界の多くの人々が惑わされると聖書は
預言しています。 

マタイの福音書24章7節から9節で、イエス様はこのように言われました。
「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり、方々にききんと地
震が起こります。しかし、そのようなことはみな、産みの苦しみの
初めなのです。そのとき、人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、
殺します。また、わたしの名のために、あなたがたはすべての国の
人々に憎まれます」
イエス様は、次の世が来る前兆を妊婦の陣痛に例えておられます。

また、産みの苦しみに例えられる、世界規模の戦いが始まった後に再
臨が起こることを預言されました。「民族は民族に、国は国に敵対して
立ち上がり」ということを当時の弟子たちはどう理解し、また、イエス様
はなぜこのように語られたのでしょうか。

民族は民族に国は国に敵対するという意味

「民族は民族に、国は国に敵対して立ち上がり」という表現は、ユダ
ヤ的には「世界大戦」を意味します。イエス様の時代でも現在でもイス
ラエルで使われている『ゾーハル・ハダーシ（Zohar Chadash）』という書物が
あります。この中に「戦争は世界中で広がり、国は国と、都市は都市
に敵対する。確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛がやって来る」
と記されています。

同じく、イエス様の時代に使われていたユダヤ教の『ベレシート・ラ
バー（Bereshit Rabbah）』という書物には、「もしも、国々が敵対するのを見
たのなら、注意して気にとめなさい。メシアの足音が聞こえるからです」
と記されています。イエス様の時代も、ユダヤ人はメシアの到来を待っ
ていました（ルカ3:15参照）。
ですから、「世界大戦が起こるとメシアの足音が聞こえる」ということ

は当時ほとんどの人が読んで学んでいたと思われます。つまり、イエス
様の先のおことばは、弟子たちにはすぐに理解できる言葉であったの
です。

この、産みの苦しみの始まりは、人類が初めて使った「世界大戦」と
いう言葉を表していると考えられます。先の『ゾーハル・ハダーシ』の預
言のように、イエス様は、戦争が世界大に広がっていくようなことが起
これば、「人々は、あなたがたを苦しいめに会わせ、殺します」（マタ
24:9）と弟子たちに知らせたのです。

世界大戦の始まり

人類が初めて「世界大戦」という言葉を使ったのは1914年の「第一次
世界大戦」の時です。1917年まで続いたこの大戦で推計約1千万人の
兵士が失われ、その他の戦死者は推計1千万人超、負傷者は2千万
人超にも上りました。
悲惨な結末となった終戦の後も各地で戦争は続き、そのような中で

さらに世界恐慌が起こりました。世界平和を求めて平和条約を交わす
国々が増えましたが、反面、クーデターが各地で勃発し、共産党やナ
チズムが台頭して世界は第二次世界大戦へ突入しました。

世界恐慌下では、人々は強い政治家を求めました。1933年ごろに
はほとんど相手にされていなかったナチズムが、ヒトラーのカリスマ的な
演説に魅了され、人々は「この人ならこの不況から我々を救ってくれる
だろう」と考え、ナチズムがのし上がってきたのです。
ベルリンのペルガモン博物館にある、サタンの座と呼ばれている1世
紀のゼウス大祭壇の所で、ヒトラーは当選した年に、「ユダヤ民族絶
滅」を誓ったと言われています。こうして、『ゾーハル・ハダーシ』に「戦
争は世界中で広がり、……確かにイスラエル人に敵対し、新たな苦痛
がやって来る」と記されたことが成就して人類史上最大の反ユダヤ主義
が起こり、ホロコーストへとつながっていったのです。

世界大戦とユダヤ民族の関係

第一次世界大戦とイスラエルの民はどのように関係しているのでしょ
うか。まず、18世紀のパレスチナはマラリアの発生する不毛の地となっ
ていました。しかし課税は義務付けられていたため、19世紀に多くの
地主が土地を売却しました。そこで、金融業で成功していたユダヤ人
がパレスチナの土地を購入し、若者たちを送って開拓を始めました。

また一方で、第一次世界大戦が始まる1914年ごろは、爆薬製造の
ため大量のアセトンが必要とされていました。そのアセトンの大量生産
を可能とする画期的な発明を、ユダヤ人でロシアからのイギリス移民ハ
イム・ヴァイツマン博士がもたらし、これによってイギリスは第一次世界
大戦で勝利を収めました。こうして何百年もの間、イスラム教徒の統治
下にあったパレスチナはキリスト教国のものとなりました。
 
終戦の1917年、イギリスはヴァイツマン博士に「あなたに何を差し上

げればよいでしょう」と感謝の意を表したところ、博士は「中東にユダヤ
人の国家を建設してください」と答えました。そしてその年にイギリスは
バルフォア宣言を行い、パレスチナにユダヤ民族の国家建設を公式に
保証しました。この時イギリスが約束した土地は、現在のイスラエルと
隣のヨルダンの国土を合わせた領域でした。

ところが、イスラム過激派登場への懸念と石油確保の必要からイギリ
スはアラブ側に寝返り、バルフォア宣言の約束を実行しませんでした。
ユダヤ人の国家建設は公然と無視されたのです。そうした中で、史上
最大の反ユダヤ主義が起こり、ホロコーストで数百万人ものユダヤ人が

虐殺されました。神様は、ユダヤ民族を約束の地に戻し、間もなく起
こるホロコーストから守ろうとされたのに、その唯一の方法がこのように
妨げられてしまったのです。イエス様の「人々は、あなたがたを苦しい
めに会わせ、殺します」（24:9）という預言はここで成就しました。

マイケル・ベーレンバウム著『ホロコースト全史』によれば、「また、わ
たしの名のために、あなたがたはすべての国の人々に憎まれます」（24:9）

という預言は、「キリスト殺し」と呼ばれたユダヤ民族のみにとどまらず、
ヒトラーに抵抗したカトリック、プロテスタントを含むクリスチャンたちも
相当数、犠牲となったのです。
しかしその大惨事の後、20世紀始まって以来の奇跡と言われる「イ
スラエル建国」が実現しました。それにより、多くのイスラム過激派が
現れ、ユダヤ民族とクリスチャンを目の敵にしています。産みの苦しみ
の中で、真の神様に仕える者たちに襲い掛かろうとしているのです。

ききんと地震が起こる

イエス様は「方々にききんと地震が起こります」（24:7）と、産みの苦しみの
始まりについて語られました。その通り、20世紀初頭から異常な

ききん

飢饉
と地震などの自然災害が増加の一途をたどっています。

1958年から1961年まで、中国の毛沢東は、農業や工業の大増産
によって数年間でアメリカやイギリスを追い越すための大躍進政策を立
てました。しかしそれは推計2千万人から5千万人もの餓死者を出す悲
惨な結果に終わり、彼は国家主席の座を追われました。
また、ソ連のスターリン率いる共産党は急速な工業重点化政策を推
進し、その原資を得るために農産物の過剰な輸出を行いました。その
結果、農村は慢性的な食料不足に陥り、1932年から1933年にかけて、
ウクライナだけで推計250万から1450万人とも言われる餓死者を出しま
した。スターリンはさらに農民を含む約2千万人もの国民を殺したこと
で、農業従事者が不足し、飢饉が拡大しました。

世界人口は年々、急増しています。1804年頃10億人だったのが
2022年には約80億人です。世界では今、1日4万人が餓死していると
言われています。また、昔は200年から400年に一度程度起こっていた
ような大地震は、今では世界中で頻繁に起こっています。マグニチュー
ド７以上の地震は、1980年代では3回、90年代に13回、2000年代に
18回、2010年から2013年には42回、2014年から2021年には131回と
産みの苦しみが迫ってきていることが分かります。

終末の産みの苦しみは、1914年から始まったと見てよいでしょう。
第一次世界大戦の終戦から今年で110年です。イエス様の先の預言
は、20世紀に成就し始めたと考えられます。

終末に福音は全世界に伝えられる

マタイの福音書24章は、終末の前兆について語られています。14節
ではイエス様が、「この御国の福音は全世界に宣べ伝えられて、すべて
の国民にあかしされ、それから、終わりの日が来ます」と、今の世界が
終わる前に起こる重要な事柄を預言されました。
福音宣教は、1世紀の大宣教命令（マタ28:19～20）から全世界へと広

がりました。1世紀の中東で最初のリバイバルが起こりましたが、今、
21世紀にも再びリバイバルが起こっています。年間何百万人ものイス
ラム教徒が、イエス・キリストを救い主と受け入れていると言われてい
ます。

ユダヤ民族は1700年間「キリスト殺し」と呼ばれ、迫害されてきました。
それゆえに、ユダヤ人でイエス・キリストを救い主と受け入れる者は、も
はやユダヤ人でなく裏切り者と見なされます。ところが不思議なことが
起こり始めました。1967年の第三次中東戦争（六日戦争）の時です。こ
の戦争は、エジプト、シリア、ヨルダンがイスラエルに侵攻し、それを
察知したイスラエルがアラブ諸国の空軍基地を攻撃、壊滅させたため、
敵軍は6日間で撤退しました。結果、イスラエルはシナイ半島、ゴラン
高原、そしてヨルダン西岸を手に入れ、1900年間、夢にまで見たエル
サレムを手に入れたのです。これは「イスラエルの神様が戦われた戦争
だ」と世界中が驚きました。

この時を境に、イエス・キリストを夢や幻で見るユダヤ人が多く起こ
されるようになりました。「わたしはあなたのメシアです。わたしに付い
てきなさい」と夢でイエス様と出会ったという人や、「異邦人の神様がな
ぜ自分の所に現れたのか分からない」という人とも出会ったことがありま
す。こうして1967年から、イエス様を「ユダヤ民族のメシア」であると信
じるユダヤ人が現れ始めました。1世紀始まって以来の出来事が20世
紀後半に起こり、ユダヤ人がユダヤ人に伝道する時代が来たのです。
終末の前兆が起こり始める時が近付いていると考えられます。

ヨハネの黙示録では、今の世界の最後の7年に起こることが語られて
います。「1260日」という期間が2回出てきます（11:3、12:6）が、太陰暦
（1年360日）では3年半です。また、「42カ月」という期間が2回出てきてお
り、これも3年半です（11:2、13:5）。　　
今の世界の最後に、最も過酷な7年間がやって来るという預言です。

その7年の始まりに、イスラエル12部族の中からそれぞれ1万2千人ずつ
が選ばれ、合計14万4千人の伝道師たちが最後の7年に大伝道を始
めるという預言が記されています（7章）。

ヨハネの黙示録7章9節から10節に書かれた預言を見てみましょう。
「その後、私は見た。見よ。あらゆる国民、部族、民族、国語のうちから、
だれにも数えきれぬほどの大ぜいの群衆が、白い衣を着、しゅろの枝を
手に持って、御座と小羊との前に立っていた。彼らは、大声で叫んで
言った。『救いは、御座にある私たちの神にあり、小羊にある』」
あらゆる国民、部族、民族、国語の人たちが無数に救われ、天国
で神様を賛美しています。14節に「彼らは、大きな患難から抜け出て
来た者たち」とあり、14万4千人の伝道師たちの大伝道の結果、多くの
人々が救われていることが分かります。

そして、黙示録11章では最後の7年の始まりに、特別な伝道師2人
がエルサレムに遣わされます。大声で伝道する2人をいかにして殺そう
かと人 は々たくらみますが、2人の伝道は1260日間、止まりません。

また、再び神様が人々を救うために素晴らしい伝道師を送ります。
天の御使いです。
黙示録14章6節から7節にこう書かれています。

「また私は、もうひとりの御使いが中天を飛ぶのを見た。彼は、地
上に住む人々、すなわち、あらゆる国民、部族、国語、民族に宣
べ伝えるために、永遠の福音を携えていた。彼は大声で言った。

『神を恐れ、神をあがめよ。神のさばきの時が来たからである。天
と地と海と水の源を創造した方を拝め』」
人間を愛してやまない神様は、あの手この手で一人でも多くの異邦
人を救うために伝道されます。こうして、「この御国の福音は全世界に
宣べ伝えられて、すべての国民にあかしされ、それから、終わりの日が
来ます」（マタ24:14）という預言が成就します。
 
これらを見ますと「神様は異邦人の救いに気を配られて、イスラエル
の救いについては語っておられないのか」と思ってしまいますが、ローマ
人への手紙11章25節から26節に、こう預言されています。
「その奥義とは、イスラエル人の一部がかたくなになったのは異邦
人の完成のなる時までであり、こうして、イスラエルはみな救われる、
ということです。こう書かれているとおりです。『救う者がシオンか
ら出て、ヤコブから不敬虔を取り払う』」
イスラエルはみな救われるとあります。このような民族的救いは、イス

ラエル民族以外には約束されていません。イスラエル民族が民族的に
悔い改めた時、キリストの再臨があります（参照ホセア5:15～6:3）。

荒らす憎むべきもの

イエス様は、「福音は全世界に宣べ伝えられて、……それから、終
わりの日が来ます」（マタ24:14）と言われました。そこからいよいよ重要な
「世の終わりの前兆」について語られます。マタイの福音書24章15節で、
「それゆえ、預言者ダニエルによって語られたあの『荒らす憎むべきもの』
が、聖なる所に立つのを見たならば、（読者はよく読み取るように）」とダニエ
ルの預言書が重要であることを示唆しています。
「荒らす憎むべきもの」とはダニエル書9章27節の、「彼は一週の間、
多くの者と堅い契約を結び、半週の間、いけにえとささげ物とをやめさ
せる。荒らす忌むべき者が翼に現れる。ついに、定められた絶滅が、
荒らす者の上にふりかかる」というみことばの中で語られています。

一週は「7」という数字を表しています。これは今の世界の最後の7年
のことです。ダニエル書9章では、ユダヤ民族と神殿の丘に対して「七
十週が定められている」（9:24）と預言された最後の一週を指しています。
69週までは、イエス・キリストの十字架によって成就しましたが、ユダ
ヤ民族はその後、神殿も国も失い1900年間世界離散しました。この
70週の時計は、ユダヤ民族と神殿の丘が両方存在しなければ動き始
めません。今はユダヤ民族がエルサレムに居て管理していますが、神
殿の丘に入って祈ることは許されていません。もし今後、第三神殿を
建てる、あるいは発掘の許可に関する契約が結ばれるようなことがあれ
ば、その時から最後の7年の時計が動き始めることでしょう。

「彼は一週の間、多くの者と堅い契約を結び」（9:27）との預言から、イ
スラエルの政治家たちが7年間の契約を結ぶようになると考えられます。
「堅い契約」とありますから、反イスラエルの過激派に簡単に破壊され
るようなことのない契約でしょう。しかし、この契約は7年間ですが「半
週の間、いけにえとささげ物とをやめさせる」（9:27）とありますから、
1260日後、つまり半ばの3年半の時点で一方的に契約が破られます。
神殿が完成し、いけにえとささげ物を始めて間もなく、これらは禁止さ
れ、神殿が奪い取られると考えられます。

テサロニケ人への手紙第二2章3節から4節でこう預言されています。
「だれにも、どのようにも、だまされないようにしなさい。なぜなら、
まず背教が起こり、不法の人、すなわち滅びの子が現れなければ、
主の日は来ないからです。彼は、すべて神と呼ばれるもの、また礼
拝されるものに反抗し、その上に自分を高く上げ、神の宮の中に座
を設け、自分こそ神であると宣言します」
主の日とはキリストの再臨のことです。「不法の人、滅びの子」と記さ

れている「荒らす憎むべきもの」（マタ24:15）、すなわち反キリストが現れな
ければキリストの再臨はないと言っています。荒らす憎むべきものは「神
の宮の中に座を設け、自分こそ神であると宣言し」、いけにえと捧げ物
をやめさせます。

再臨

昇天

ゴグとマゴグと多くの同盟国がイスラエルを攻撃

最後の戦い

イスラエル1900年間世界離散

大患難時代初期
・荒らす憎むべきものとイスラエルの堅い契約（第三神殿）

・イスラエル12部族の1万2千人ずつによる大伝道
・特別な伝道師2人によるエルサレムでの伝道
・天の御使いによる全世界伝道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

・荒らす憎むべきものによる契約破棄と独裁
　→いけにえと捧げ物の禁止／偶像礼拝の強要
・イスラエル民族の逃亡（ボツラへ）

大患難時代後期
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ご再臨に備えて目を覚まし、誰にも、どのようにも、だまされないよう、
お互いに励まし合い、日本とイスラエル、世界中の人々の救いのため
に祈ってまいりましょう。
今、聖書の預言の中でも大変な時代に生きています。現在の中東
情勢は、いよいよエゼキエル戦争に近付き、産みの苦しみが増す時代
に突入したといえます。しかし、そのような時代であるからこそ、主のみ
ことばにしっかりとしがみ付き、牧師先生に従い、教会が一つとなって
油断せずに祈り続けていきましょう。
 
終末にあるこのような時代に生かされていることの使命を受け取り、

混乱の中に身を置かれていても、みことばを学び、誤った道ではなく神
様の御心に従う正しい道を歩めますように、主が再び来られる日を待ち
望み、主に祈ってまいりましょう。

ヨハネの黙示録１章３節、「この預言のことばを朗読する者と、
それを聞いて、そこに書かれていることを心に留める人は幸いです。
時が近づいているからである」

ヨハネの黙示録は、イエス・キリストの啓示です。時が近付いている
今、黙示録を朗読し、主のご再臨を待ち望む者として油断せず、祈り、
今月も引き続き、主に従い共にみことばをのべ伝えてまいりましょう。

「みことばを宣べ伝えなさい。時が良くても悪くてもしっかりやりな
さい。寛容を尽くし、絶えず教えながら、責め、戒め、また勧めな
さい」（Ⅱテモ 4:2）　　

在主
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栄子・スティーブンス

第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023　ご報告

横田 聖子

聖地イスラエルへの祈りを込めて
02

栄子・スティーブンス師の油注ぎがさらに満ちあふれますように。
日々、健康が守られますように。ご参加された方々の、
再臨への希望と信仰が深められ、教会と地域の祝福
となりますように、引き続き覚えてお祈りください。 
※2023年9月～12月スケジュールは、オメガHPよりご確認いただけます。

2030日本宣教プラン「OJ47」のために
第2回オメガグレイス・ジャパンツアー2023がスタートし、日々、皆様の尊い
お祈りとご支援により進んでおります。神奈川県、北海道、千葉県、長野県、
埼玉県、東京都を訪問しました。各地で、世界情勢、特にイスラエルへのハマス
によるテロ攻撃により中東情勢が激しく揺さぶられています。聖書のことばを
土台とした歴史の理解が深められ、日本の教会が主の来られる日に備えて
キリストの花嫁として霊的に整えられますよう、共にお祈りください。 

予定訪問地域：
北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
長野県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、
奈良県、沖縄県 

栄子・スティーブンス先生をお迎えして、ヨハネの黙示録を解き
明かしていただく。何と幸いな機会を主は、与えてくださったので
しょう、昌二牧師亡き後の十数年ぶりの再会は、まさに用意されて
いた時間でした。最初の礼拝から、最後のセミナーまで、臨在に
あふれたその恵みと喜びは私たちの記憶に豊かに刻まれました。

わが教会では一年半近くかけて、CDにて先生の「黙示録セミナー」
を学んでいました。難解な黙示録と、その時代に生きる私たちへの
備えと励まし、どれほどイエス様が花嫁なる私たちを

いと

愛おしんで
おられるか、先生のCDとは違う肉声を通して語られたのが印象的
でした。また、セミナーでは、多種多様な質問にも、はっきりと
答えて下さり、目からうろこのサプライズタイム、皆さん釘付け
でした。 

黙示録は分かっても分からなくても、これを学んだものには
祝福がある、聖書に記されている通りです。先生の体験に裏打ち
された信仰が、一粒ずつエッセンスのように入ってきて、神様の
恵みは十分だと悟りました。変わりゆく世界の情勢を目にしながら
も、フィラデルフィアの教会のように歩みたいと思います。 

西森教子 牧師
（北海道　

 札幌グッドアワー教会）

竹田広志 牧師
（千葉県　

 日本ホーリネス教団　勝田台キリスト教会）

勝田台キリスト教会において、10月7日（土）、53名の方々が
参加され、「イスラエルの平和と終末」のテーマで2 回の講演と
質疑応答の時がもたれました。講師の栄子・スティーブンス先生の
満面の笑顔と、力強いメッセージに触れ、神の働き人からの学び
と交わりを頂き感謝します。 

第一回目の「黙示録イントロダクション」では、旧約聖書にある
終末（世の終わり）の預言は、黙示録によって一番目、二番目、
三番目と、順番にその封印が解かれ、除幕式のように覆い隠された
幕が開かれ、終末とはイエスの再臨をすべての人が見る時である
ことを学びました。 

第二回目の「ダニエル七十週と近代社会」では、1900年間の離
散の民からのイスラエルの建国と共に、これから実現するエルサレ
ム神殿の再建、そして終末のカウントダウンが始まることを教え
ていただきました。 

黙示録を声に出して朗読し、それを聞き、書かれていることを
心に留める人は、「マカリオス」さびない健康の祝福を頂けると
励ましを頂きました。　　　　　　　　　　 　　　　 栄光在主 

第1回オメガプレミアム・グレイスセミナー
OMEGAセミナーIN 沖縄
講　師：栄子・スティーブンス 
日　時：2023年11月23日（木・祝）
時　間：14時～17時（受付開始 13時30分～）
会　場：ヒルトン沖縄北谷リゾート　

栄子・スティーブンス

Eメール
info@omega.or.jp

専用申込フォーム

※緊急祈り課題として、現在のイスラエルを取り囲む中東情勢の祈りの視点、
　日本の執り成し祈りの視点を聖書の預言を土台としてお伝えさせていただきます。

好評発売中
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